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南
シ
ナ
海
の
安
全
保
障
と
戦
略
環
境
（
二
・
完
）

浦　
　

野　
　

起　
　

央

二　

南
シ
ナ
海
の
領
土
支
配

一
．
中
国
の
領
土

中
国
は
、
中
華
思
想
の
一
統
シ
ス
テ
ム
の
も
と
に
南
海
地
域
を
歴
史
的
に
中
国
領
土
と
し
て
お
り
、
そ
れ
は
、「
古
来
、
自
国
領
土
」

と
い
う
表
現
に
み
る
よ
う
に
、
中
華
思
想
の
領
土
観
念
に
あ
る
。
そ
れ
は
、
超
安
定
シ
ス
テ
ム
下
の
中
国
文
明
の
生
命
力
＝
黄
帝
以
来
の

国
家
の
連
続
性
＝
諸
子
百
家
の
文
化
的
優
越
が
漢
民
族
の
生
存
を
支
え
る
と
い
う
思
想
で
、
中
華
世
界
は
、
中
央
と
周
辺
の
狄
夷
と
か
ら

な
る
、
そ
れ
は
、
以
下
の
四
層
構
造
、
つ
ま
り
、
中
原
の
統
治
│
異
民
族
の
覊
縻
（
き
び
）
政
策
／
彼
ら
同
士
の
牽
制
に
よ
る
組
み
込
み

（
正
州
＝
本
土
化
）
│
朝
貢
国
（
藩
部
の
冊
封
体
制
）
│
以
上
の
王
化
思
想
に
な
い
狄
夷
の
制
圧
と
い
う
図
式
で
、
認
識
さ
れ
る
。
そ
の
限
り

に
お
い
て
、
そ
の
版
図
は
天
下
の
一
部
で
あ
っ
て
、
実
効
的
支
配
地
域
と
し
て
の
版
図
が
区
切
ら
れ
た
支
配
空
間
と
さ
れ
、
こ
れ
を
も
っ
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て
現
実
の
物
理
的
境
界
が
明
確
に
さ
れ
、
こ
こ
に
領
土
支
配
が
成
立
し
、
管
轄
線
の
境
界
が
設
定
さ
れ
、
歴
史
や
統
治
の
実
績
が
か
か
る

版
図
の
根
拠
を
形
成
し
、
軍
事
力
の
支
配
を
も
っ
て
そ
の
版
図
が
維
持
さ
れ
、
そ
れ
は
そ
の
能
力
に
よ
っ
て
変
動
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
が
領
土
問
題
と
し
て
提
起
さ
れ
た
の
は
、
一
九
三
三
年
フ
ラ
ン
ス
が
南
沙
群
島
の
九
つ
の
島
嶼
に
侵
攻
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

一
九
三
五
年
中
国
は
、
水
陸
地
図
審
査
委
員
会
が
一
九
三
五
年
四
月
出
版
の
『
中
國
南
海
島
嶼
圖
』
で
、
最
南
端
を
北
緯
四
度
す
る
南
海

諸
島
の
主
権
を
宣
言
し
た
。

そ
の
南
沙
群
島
は
、
一
九
四
六
年
八
月
広
東
政
府
が
東
沙
・
西
沙
・
南
沙
群
島
を
接
収
し
、
一
二
月
ま
で
に
旧
日
本
領
土
の
南
海
諸
島

を
接
収
し
た
。
一
九
四
七
年
一
月
内
政
部
は
東
沙
群
島
、
西
沙
群
島
、
中
沙
群
島
、
及
び
南
沙
群
島
の
四
つ
か
ら
な
る
南
海
諸
島
の
名
称

を
公
表
す
る
こ
と
で
、
南
海
諸
島
に
対
す
る
主
権
を
行
使
し
、「
南
海
諸
島
の
最
南
端
は
曽
母
灘
で
あ
る
」
と
広
東
省
政
府
は
確
認
し
た
。

そ
れ
を
一
九
四
九
年
六
月
新
中
国
は
、
海
南
特
別
行
政
区
と
し
た
。
同
年
九
月
永
興
島
の
中
国
軍
は
台
湾
へ
引
き
揚
げ
、
一
九
五
〇
年
五

月
中
国
人
民
解
放
軍
が
永
興
島
に
上
陸
し
た
、
日
本
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
対
日
平
和
条
約
及
び
日
華
平
和
条
約
で
、
新
南
群
島
及
び

西
沙
群
島
の
支
配
権
を
喪
失
し
た
。
そ
こ
で
は
、
現
状
復
帰
の
原
則
が
適
用
さ
れ
つ
つ
も
、
中
国
領
土
と
は
決
定
さ
れ
て
い
な
い
。

フ
ラ
ン
ス
は
、
パ
ラ
セ
ル
（
西
沙
）
群
島
は
ベ
ト
ナ
ム
領
土
で
あ
る
と
し
て
お
り
、
一
九
四
六
年
一
〇
月
パ
ラ
セ
ル
群
島
イ
ツ
ア
バ

（
長
島
）
を
占
領
し
た
。
こ
れ
は
、
同
四
六
年
九
月
南
沙
群
島
・
西
沙
群
島
へ
の
中
国
軍
駐
留
に
抗
議
し
た
も
の
で
、
翌
四
七
年
四
月
パ

ラ
セ
ル
群
島
パ
ス
ツ
ル
（
珊
瑚
）
島
を
占
領
し
た
。
一
二
月
中
国
軍
は
長
島
（
大
平
島
）
を
回
復
し
た
。

そ
の
経
過
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

一
九
四
五
年　

一
二
月　

中
国
、
西
沙
群
島
林
島
接
収
。

一
九
四
六
年　
　

八
月　

中
国
広
東
政
府
、
東
沙
・
西
沙
・
南
沙
群
島
接
収
、
九
月
中
国
軍
、
進
駐
。
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一
〇
月　

フ
ラ
ン
ス
、
パ
ラ
セ
ル
群
島
占
領
。

一
九
四
七
年　
　

一
月　

中
国
内
政
部
、
東
沙
群
島
、
西
沙
群
島
、
中
沙
群
島
、
及
び
南
沙
群
島
の
南
海
諸
島
名
称
公
表
。

　
　
　
　
　
　
　

一
月　

フ
ラ
ン
ス
、
西
沙
群
島
へ
の
中
国
軍
駐
留
に
抗
議
、
パ
ラ
セ
ル
群
島
パ
ス
ツ
ル
島
占
領
。

　
　
　
　
　
　

一
二
月　

中
国
、
長
島
を
大
平
島
と
改
称
。

一
九
四
九
年　
　

六
月　

新
中
国
、
西
沙
・
南
沙
群
島
を
海
南
特
別
行
政
区
編
入
。

一
九
五
一
年　
　

八
月　

 
周
恩
来
中
国
外
交
部
長
、
西
沙
群
島
、
南
威
島
の
あ
る
南
沙
群
島
及
び
中
沙
群
島
、
東
沙
群
島
は
す
べ
て
中

国
領
土
と
表
明
。

　
　
　
　
　
　
　

九
月　

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
対
日
平
和
条
約
調
印
。

一
九
五
二
年　
　

四
月　

日
華
平
和
条
約
調
印
。

一
九
五
六
年　
　

五
月　

中
国
、
南
海
諸
島
主
権
確
認
。

一
九
五
八
年　
　

九
月　

中
国
、
一
二
海
里
主
権
の
領
海
声
明
で
南
海
諸
島
の
領
有
権
確
認
。

一
九
七
六
年　
　

二
月　

中
国
、
西
沙
群
島
に
海
軍
基
地
建
設
。

一
九
七
九
年　
　

八
月　

中
国
、
西
沙
群
島
を
飛
行
禁
止
区
域
に
設
定
。

一
九
八
〇
年　

一
二
月　

中
国
文
書
「
南
沙
・
西
沙
諸
島
の
中
国
領
土
の
文
献
的
研
究
」。

南
海
諸
島
の
中
国
領
土
確
認
は
、
一
九
四
七
年
四
月
内
政
部
と
国
防
部
・
外
交
部
・
海
軍
総
司
令
部
な
ど
関
係
部
門
が
領
土
を
線
を

も
っ
て
画
定
す
る
作
業
に
着
手
し
、
そ
こ
で
は
、
以
下
の
三
点
が
確
認
さ
れ
た
。
⑴
南
海
領
土
は
曽
母
灘
を
最
南
端
と
し
、
こ
の
原
則
は

抗
戦
前
と
変
わ
り
な
い
。
⑵
西
沙
・
南
沙
群
島
の
主
権
を
公
布
し
、
海
軍
は
島
嶼
へ
の
進
駐
に
入
る
。
⑶
住
民
の
保
護
は
広
東
政
府
が
保
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持
す
る
。
か
く
て
、
一
二
月
中
華
民
国
内
政
部
地
域
局
が
「
南
海
諸
島
新
旧
名
称
対
照
表
」
及
び
「
南
海
諸
島
位
置
圖
」
を
公
布
し
、
南

海
諸
島
領
土
は
一
一
段
の
Ｕ
字
線
を
も
っ
て
図
示
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
一
九
五
三
年
以
後
、
そ
れ
は
、
新
中
国
地
図
で
は
、
一
一
段
線
が

八
段
線
と
言
い
替
え
ら
れ
、
二
〇
〇
一
年
以
降
、
南
海
の
九
つ
の
破
線
は
断
続
線
と
し
て
、
以
下
の
法
的
解
釈
が
な
さ
れ
た
（
1
）

。

第
一
．
そ
れ
は
島
嶼
帰
属
の
線
と
す
る
。
線
内
の
島
嶼
及
び
周
辺
地
域
は
中
国
に
属
し
、
中
国
は
こ
れ
を
管
轄
し
、
統
制
す
る
。

第
二
．
そ
れ
は
歴
史
的
な
権
利
の
範
囲
と
す
る
。
線
内
の
島
・
礁
・
浅
瀬
・
砂
洲
は
中
国
領
土
で
、
内
水
以
外
の
海
域
は
排
他
的
経
済

水
域
及
び
大
陸
棚
で
あ
る
。
海
域
は
、
法
的
に
は
、
排
他
的
経
済
水
域
に
相
当
し
、
他
国
に
よ
る
航
行
、
上
空
通
過
、
海
底
ケ
ー
ブ

ル
及
び
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
敷
設
の
三
つ
の
活
動
の
自
由
は
確
保
さ
れ
る
。

第
三
．
そ
れ
は
歴
史
的
水
域
線
と
す
る
。
中
国
は
、
線
内
の
島
・
礁
・
浅
瀬
・
砂
洲
は
中
国
に
属
す
る
の
み
な
ら
ず
、
線
内
の
す
べ
て

の
海
域
は
中
国
の
歴
史
的
な
水
域
で
、
当
該
水
域
に
お
い
て
は
、
外
国
船
は
許
可
な
し
に
航
行
し
通
過
で
き
な
い
。

第
四
．
そ
れ
は
伝
統
的
な
疆
界
線
（
国
境
線
）
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
線
内
の
島
・
礁
・
浅
瀬
・
砂
洲
は
中
国
に
属
し
、
線
外
の
区
域

は
公
海
又
は
他
国
に
属
す
る
。
こ
の
線
は
、
断
続
し
た
国
境
線
を
示
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
線
内
は
中
国
領
、
線
外
は
隣
国
領
あ

る
い
は
公
海
と
な
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
線
は
、
中
国
と
隣
国
の
中
間
線
、
あ
る
い
は
境
界
を
表
示
し
て
い
る
。

中
国
の
学
者
は
、
九
段
線
の
法
的
地
位
に
対
す
る
認
識
は
完
全
に
整
合
し
て
お
り
、
そ
の
認
識
は
決
し
て
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
も
の
の
、
九
段
線
は
中
国
の
歴
史
的
発
展
の
な
か
で
形
成
さ
れ
、
近
代
以
来
の
中
国
人
民
の
認
識
を
反
映
し
た
も
の
で
、
Ｕ
字
線
は
断

絶
国
境
線
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
断
続
線
に
よ
る
中
国
の
南
シ
ナ
海
に
お
け
る
権
利
は
、
五
〇
年
前
、
国
連
海
洋
法
条
約
の

成
立
前
に
形
成
さ
れ
、
公
認
さ
れ
て
き
た
も
の
で
、
新
し
い
海
洋
法
制
度
の
確
立
は
、
一
国
の
伝
統
的
権
利
を
否
定
で
き
る
も
の
で
は
な

い
。
国
連
海
洋
法
条
約
は
、
排
他
的
経
済
地
帯
及
び
大
陸
棚
の
海
洋
に
関
す
る
権
益
に
対
す
る
主
張
又
は
歴
史
的
権
利
を
否
定
す
る
こ
と
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（出所）　中国地图出版社編制『海南省地图』北京、中国地图出版社、1988年。
（注） 　この南海地図はＵ字図をそのまま継承したもので、断続線図であり、

で囲まれところがＵ字図を形成する。

図 2　南海諸島Ｕ字図
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は
で
き
な
い
。

以
上
の
理
解
は
、
台
湾
も
支
持
し
て
い
る
（
3
）

。
但
し
、
研
究
者
の
間
で
は
、
そ
の
九

条
断
絶
線
を
め
ぐ
り
議
論
が
提
起
さ
れ
た
（
4
）

。

二
．
台
湾
の
領
土

国
民
政
府
が
日
本
か
ら
継
承
し
た
南
海
諸
島
は
、
新
中
国
に
移
管
さ
れ
た
。
他
方
、

台
湾
は
、
一
九
五
五
年
六
月
南
沙
群
島
の
主
権
を
主
張
し
、
翌
五
六
年
六
月
フ
ィ
リ

ピ
ン
が
空
白
に
乗
じ
て
占
拠
し
て
い
た
大
平
島
に
軍
事
進
駐
し
、
南
沙
諸
島
を
実
効

的
に
支
配
し
た
。
そ
こ
で
は
、
中
国
と
台
湾
の
交
戦
は
起
き
て
い
な
い
。
一
九
九
五

年
以
降
、
中
国
と
台
湾
は
気
象
研
究
を
共
同
し
て
実
施
し
て
い
る
（
3
）

。

一
九
九
二
年
一
二
月
台
湾
の
南
海
政
策
綱
領
は
、「
南
海
の
歴
史
的
水
域
境
界
海

域
は
わ
が
国
の
管
轄
海
域
で
あ
る
」
と
し
て
お
り
、
海
域
巡
視
整
備
の
建
設
、
係
争

問
題
の
平
和
的
解
決
な
ど
を
図
る
と
あ
る
。
そ
の
海
域
は
、
一
九
四
七
年
の
Ｕ
段
線

で
構
成
さ
れ
る
。
但
し
、
台
湾
の
南
沙
群
島
の
支
配
は
、
大
平
島
に
限
定
さ
れ
て
お

り
、
大
平
島
は
高
尾
市
棋
津
区
中
興
里
で
、
高
尾
港
か
ら
一
六
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
位
置
に
あ
る
（
5
）

。

二
〇
〇
六
年
一
月
蔡
明
憲
台
湾
国
防
部
長
は
、
台
湾
か
ら
二
〇
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
し
か
な
い
大
平
島
の
飛
行
場
建
設
は
、
台
湾
海
峡
に
お
け
る
縦
深
選
択
の
拡
大
で

表 3　中国が占有している南沙群島の主要島嶼・珊瑚礁
中国名 ヨーロッパ語名 備考
渚碧岩 スビ・リーフ
南薫礁 ガベン・リーフス 1892年軍隊駐留
赤爪礁 ジョンソン・リーフ 1988年 3月軍事視察施設設置
永暑礁 フィレー・クロス・リーフ 1987年11月海洋施設建設着手
東門礁 フーカス・リーフ
華陽礁 クアールテロン・リーフス
美済礁 ミスチーフ・リーフ 1995年 2月軍事施設の存在確認
五方礁 ジャクソン・アトール 1995年 3月フィリピン軍上陸、施設・標識破壊
仁愛礁 セカンド・トーマス・ショール
信義礁 ファースト・トーマス・ショール
仙俄礁 アリシア・アンイー・リーフ
半月礁 ハーフ・ムーン・ショール 1995年 3月フィリピン軍上陸、施設・標識破壊

四
〇



南
シ
ナ
海
の
安
全
保
障
と
戦
略
環
境
（
二
・
完
）（
浦
野
）

（
一
九
五
）

あ
る
、
と
発
言
し
た
（
6
）

。
か
く
て
、
南
海
政
策
綱
領
に
従
い
、
太
平
島
の
滑
走
路
は
二
〇
〇
七
年
一
二
月
竣
工
さ
れ
、
翌
〇
八
年
一
月
台
湾

空
軍
の
Ｃ
│
一
三
〇
輸
送
機
が
着
陸
し
、
同
日
台
湾
に
帰
還
し
た
。
二
〇
〇
八
年
二
月
陳
水
扁
総
統
は
、
大
平
島
を
訪
問
し
、
南
シ
ナ
海

に
お
け
る
行
動
指
針
と
な
る
、
以
下
の
四
点
南
沙
提
案
を
行
っ
た
（
7
）

。

一
．
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
行
動
宣
言
の
精
神
及
び
原
則
を
受
け
入
れ
る
。

二
．
南
シ
ナ
海
の
開
発
は
、
環
境
生
態
の
保
持
・
育
成
を
優
先
す
る
。

三
．
国
際
的
な
生
態
学
者
及
び
環
境
保
護
団
体
を
招
請
し
て
、
定
期
的
に
東
沙
環
礁
・
太
平
島
・
中
洲
礁
の
研
究
・
調
査
を
行
う
。

四
．
微
妙
な
主
権
問
題
で
南
シ
ナ
海
地
域
協
力
の
疎
外
が
生
じ
る
こ
と
を
回
避
し
、
民
間
団
体
と
し
て
南
海
研
究
中
心
を
設
置
し
、

定
期
的
に
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
ト
ラ
ッ
ク
二
に
よ
る
接
触
を
深
め
る
。

台
湾
政
府
の
対
外
文
件
及
び
関
連
事
項
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

一
九
五
五
年　
　

六
月　

南
沙
群
島
の
主
権
確
認
。

一
九
五
六
年　
　

六
月　

大
平
島
の
実
効
的
支
配
。

一
九
五
七
年　
　

五
月　

米
国
、
南
沙
群
島
の
三
島
上
陸
、
台
湾
の
同
意
で
レ
ー
ダ
ー
基
地
建
設
。

一
九
六
〇
年　

一
〇
月　

大
平
島
に
気
象
台
建
設
。

一
九
六
一
年　
　

七
月　

西
沙
群
島
の
主
権
声
明
。

一
九
九
二
年　

一
二
月　

南
海
政
策
綱
領
作
成
。

二
〇
〇
〇
年　
　

一
月　

海
巡
署
設
立
、
大
平
島
管
轄
。

二
〇
〇
八
年　
　

二
月　

四
点
南
沙
提
案
。

四
一



政
経
研
究　

第
四
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
二
年
九
月
）

（
一
九
六
）

三
．
ベ
ト
ナ
ム
の
領
土

ベ
ト
ナ
ム
は
、
南
海
諸
島
を
自
国
領
土
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
伝
統
王
国
ベ
ト
ナ
ム
の
歴
史
的
な
往
来
、
生
活
圏
に
あ
り
、
南
ベ
ト

ナ
ム
は
こ
の
事
実
を
フ
ラ
ン
ス
統
治
の
継
承
と
し
て
確
認
し
て
お
り
、
南
ベ
ト
ナ
ム
の
解
放
で
北
ベ
ト
ナ
ム
が
南
海
の
南
ベ
ト
ナ
ム
占
有

地
域
を
占
領
し
た
。
統
一
ベ
ト
ナ
ム
が
こ
の
支
配
を
継
承
し
、
一
九
七
七
年
三
月
チ
ュ
オ
ン
サ
（
南
沙
）
群
島
を
ド
ン
ナ
イ
省
に
編
入
し

た
。
こ
れ
に
対
し
、
中
国
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
支
配
を
認
め
て
お
ら
ず
、
一
九
七
四
年
西
沙
交
戦
事
件
と
な
っ
た
。

一
七
七
六
年
の
黍
貴
惇
『
撫
邊
雑
録
』
に
記
述
さ
れ
て
い
る
ホ
ア
ン
サ
及
び
チ
ュ
オ
ン
サ
の
地
理
、
資
源
、
及
び
阮
氏
に
よ
る
両
群
島

の
開
発
の
様
子
か
ら
、
つ
ま
り
、
外
国
船
が
嵐
に
遭
遇
す
る
と
、
広
義
府
平
山
県
安
永
村
に
近
い
岩
礁
に
立
ち
寄
り
、
そ
の
救
済
に
七
〇

名
男
子
の
黄
沙
隊
が
赴
く
一
方
、
黄
沙
隊
は
タ
イ
マ
イ
、
海
龜
な
ど
の
海
産
物
を
管
理
し
た
こ
と
な
ど
を
通
じ
て
、
南
海
は
も
と
も
と
ベ

ト
ナ
ム
の
生
活
と
支
配
の
域
に
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
一
八
三
六
年
の
『
大
南
寔
録
』
に
は
、
そ
の
第
五
二
巻
に
、
嘉
隆
帝
が
、「
一
八
一
六
年
に
、
水
軍
と
黄
沙
隊
を
派
遣
し
、
船

で
黄
沙
を
渡
っ
て
水
路
を
調
査
し
た
」、
ま
た
第
一
五
四
巻
に
、
一
八
三
五
年
夏
「
広
義
に
属
す
る
黄
沙
に
神
祠
を
建
て
る
」
な
ど
の
記

述
が
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
は
イ
ン
ド
シ
ナ
に
進
出
し
、
一
八
八
七
年
六
月
フ
ラ
ン
ス
・
中
国
国
境
画
定
協
定
は
、
海
中
島
嶼
は
中
国
領
と
確
認
さ
れ
た

が
、
フ
ラ
ン
ス
は
、
一
九
三
三
年
七
月
ス
プ
ラ
ト
リ
ー
諸
島
を
占
領
し
、
そ
の
旨
、
告
示
し
た
。
そ
し
て
、
一
〇
月
サ
イ
ゴ
ン
植
民
地
議

会
は
、
こ
の
南
沙
群
島
を
コ
ー
チ
シ
ナ
（
南
圻
）
に
組
み
込
み
、
一
二
月
バ
リ
ア
省
に
行
政
編
入
し
た
。

さ
ら
に
、
フ
ラ
ン
ス
は
、
こ
れ
ら
南
沙
・
西
沙
群
島
が
日
本
の
統
治
と
な
っ
て
以
後
、
日
本
の
敗
戦
で
、
一
九
四
五
年
一
〇
月
南
沙
群

島
に
軍
事
上
陸
を
果
た
し
た
が
、
そ
れ
は
、
戦
前
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
・
イ
ン
ド
シ
ナ
支
配
の
回
復
と
し
て
で
あ
っ
た
。
一
九
四
七
年
一

四
二



南
シ
ナ
海
の
安
全
保
障
と
戦
略
環
境
（
二
・
完
）（
浦
野
）

（
一
九
七
）

月
フ
ラ
ン
ス
軍
・
ベ
ト
ナ
ム
軍
は
西
沙
群
島
林
島
（
ウ
ッ
デ
ィ
島
）
に
上
陸
し
、
中
国
軍
を
撃
退
し
た
。
こ
の
フ
ラ
ン
ス
統
治
は
、

一
九
五
六
年
に
南
ベ
ト
ナ
ム
に
引
き
継
が
れ
、
南
ベ
ト
ナ
ム
承
認
に
よ
る
燐
酸
塩
の
生
産
活
動
も
始
ま
り
、
一
九
六
三
年
五
月
南
ベ
ト
ナ

ム
は
チ
ュ
オ
ン
サ
群
島
六
島
嶼
に
主
権
碑
を
建
立
し
、
ホ
ア
ン
サ
群
島
の
統
治
は
文
民
統
治
か
ら
軍
人
支
配
は
移
行
し
た
、
そ
し
て
、

一
九
七
〇
年
代
に
移
り
、
石
油
資
源
の
開
発
が
主
題
と
な
っ
た
（
8
）

。

こ
う
し
た
南
ベ
ト
ナ
ム
政
府
の
対
外
文
件
及
び
関
連
事
項
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。

一
九
五
七
年　
　

一
月　

西
沙
群
島
で
中
国
漁
船
に
発
砲
事
件
。

一
九
七
〇
年　

一
二
月　

石
油
探
査
法
制
定
。

一
九
七
二
年　

一
二
月　

五
〇
海
里
漁
業
水
域
決
定
。

一
九
七
三
年　
　

七
月　

メ
コ
ン
・
デ
ル
タ
沖
合
區
で
第
一
次
国
際
入
札
、
一
九
七
五
年
五
月
第
二
次
入
札
。

　
　
　
　
　
　
　

七
月　

 

南
ベ
ト
ナ
ム
軍
、
チ
ュ
オ
ン
サ
群
島
ナ
ム
イ
ェ
ッ
ト
島
（
鴻
庥
島
）
占
領
、
九
月
本
土
フ
ォ
ク
ツ
ィ
省
に
編

入
。

一
九
七
四
年　
　

一
月　

ホ
ア
ン
サ
群
島
で
南
ベ
ト
ナ
ム
が
中
国
漁
船
の
妨
害
工
作
で
ホ
ア
ン
サ
群
島
の
防
衛
宣
言
。

　
　
　
　
　
　
　

一
月　

西
沙
群
島
交
戦
事
件
、
中
国
軍
に
よ
る
制
圧
で
自
衛
発
動
、
南
ベ
ト
ナ
ム
は
主
権
侵
害
と
主
張
。

　
　
　
　
　
　
　

二
月　

南
海
諸
島
の
主
権
声
明
。

　
　
　
　
　
　
　

五
月　

領
海
法
公
布
、
一
二
海
里
適
用
。

　
　
　
　
　
　
　

六
月　

大
陸
棚
覚
書
作
成
。

　
　
　
　
　
　
　

八
月
〜
九
月　

米
系
石
油
会
社
シ
テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
、
メ
コ
ン
流
域
域
で
掘
削
着
手
。

四
三



政
経
研
究　

第
四
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
二
年
九
月
）

（
一
九
八
）

一
九
七
五
年　
　

二
月　

チ
ュ
オ
ン
サ
群
島
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
基
地
建
設
。

一
九
七
四
年
六
月
の
南
ベ
ト
ナ
ム
大
陸
棚
覚
書
は
、
五
月
の
一
二
海
里
適
用
を
受
け
て
、「
ベ
ト
ナ
ム
共
和
国
の
大
陸
棚
に
立
ち
入
る

他
の
い
ず
れ
の
国
の
認
め
た
い
か
な
る
特
権
も
無
効
で
あ
る
」
と
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
本
土
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
内
戦
が
最
終
局
面
に
移
り
つ
つ
あ
り
、
一
九
七
四
年
五
月
南
ベ
ト
ナ
ム
は
領
海
一
二
海
里
宣
言
を
発

し
た
の
に
、
南
ベ
ト
ナ
ム
臨
時
革
命
政
府
は
直
ち
に
無
効
声
明
を
発
し
、
九
月
の
石
油
開
発
の
着
手
に
対
し
て
も
、
臨
時
革
命
政
府
は
無

効
声
明
を
発
し
た
。
一
九
七
五
年
四
月
サ
イ
ゴ
ン
の
解
放
で
ベ
ト
ナ
ム
人
民
解
放
軍
が
チ
ュ
オ
ン
サ
群
島
に
上
陸
し
た
。
六
月
南
ベ
ト
ナ

ム
は
ハ
ノ
イ
時
間
へ
移
行
し
、
八
月
臨
時
革
命
政
府
は
、
米
系
石
油
会
社
と
南
ベ
ト
ナ
ム
・
サ
イ
ゴ
ン
政
権
の
取
決
め
無
効
を
宣
言
し
、

同
社
と
の
交
渉
に
入
り
、
一
二
月
同
社
は
開
発
再
開
と
発
表
し
た
。

こ
の
新
局
面
に
お
け
る
ベ
ト
ナ
ム
統
一
政
府
の
対
外
措
置
及
び
関
連
事
項
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。

一
九
七
五
年　
　

四
月
八
日　

グ
ア
ン
ド
イ
・
ニ
ャ
ン
ザ
ン
、「
ホ
ア
ン
サ
・
チ
ュ
オ
ン
サ
群
島
の
地
図
」
掲
載
。

一
九
七
六
年　
　

一
月　

ト
ン
・
ド
ク
・
タ
ン
・
ベ
ト
ナ
ム
大
統
領
、
ベ
ト
ナ
ム
の
陸
・
海
・
空
国
境
防
衛
を
強
調
。

　
　
　
　
　
　
　

三
月　

チ
ュ
オ
ン
サ
群
島
を
ド
ン
ナ
イ
省
編
入
。

一
九
七
七
年　
　

五
月　

領
海
・
接
続
水
域
・
排
他
的
経
済
水
域
・
大
陸
棚
に
関
す
る
声
明
。

　
　
　
　
　
　
　

六
月　

ホ
ア
ン
サ
群
島
で
軍
事
演
習
。

一
九
七
九
年　
　

二
月　
「
ホ
ア
ン
サ
・
チ
ュ
オ
ン
サ
群
島
の
主
権
ベ
ト
ナ
ム
覚
書
」。

　
　
　
　
　
　
　

九
月　

 

外
交
白
書
「
チ
ュ
オ
ン
サ
・
ホ
ア
ン
サ
群
島
の
ベ
ト
ナ
ム
主
権
白
書
」、
一
九
八
〇
年
一
月
中
国
、
拒
否
、

二
月
ベ
ト
ナ
ム
、
反
論

四
四



南
シ
ナ
海
の
安
全
保
障
と
戦
略
環
境
（
二
・
完
）（
浦
野
）

（
一
九
九
）

一
九
八
〇
年　
　

一
月　

ベ
ト
ナ
ム
海
域
の
外
国
船
規
制
令
公
布
。

一
九
八
二
年　

一
一
月　

領
海
基
線
に
関
す
る
声
明
。

一
九
八
四
年　
　

六
月　

領
空
に
関
す
る
閣
僚
会
議
規
則
制
定
。

一
九
七
九
年
九
月
の
ベ
ト
ナ
ム
外
交
白
書
「
チ
ュ
オ
ン
サ
・
ホ
ア
ン
サ
群
島
の
ベ
ト
ナ
ム
主
権
白
書
」
は
、
以
下
の
指
摘
が
あ
る
。

「
ホ
ア
ン
サ
と
チ
ュ
オ
ン
サ
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
東
方
に
あ
る
、
主
に
珊
瑚
礁
と
砂
洲
か
ら
な
る
二
つ
の
群
島
で
、
以
前
は
、
黄
沙
、

大
長
沙
、
又
は
萬
里
長
沙
と
総
称
さ
れ
て
い
た
。
両
群
島
の
島
嶼
は
、
み
な
、
非
常
に
小
さ
い
が
、
戦
略
的
価
値
と
経
済
的
重
要
性
は

極
め
て
大
き
い
。

ホ
ア
ン
サ
群
島
は
、
北
部
碗
の
湾
口
の
外
に
位
置
し
、
ダ
ナ
ン
か
ら
一
二
〇
海
里
で
あ
る
。
…
…

チ
ュ
オ
ン
サ
群
島
は
、
東
海
の
南
に
拡
が
っ
て
、
カ
ム
ラ
ン
湾
か
ら
二
五
〇
海
里
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
…
…

古
来
、
チ
ュ
オ
ン
サ
群
島
及
び
ホ
ア
ン
サ
群
島
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
領
土
で
あ
っ
た
。
各
王
朝
を
通
じ
、
以
前
の
ベ
ト
ナ
ム
封
建
国
家

が
、
歴
史
上
は
じ
め
て
、
国
家
と
し
て
両
群
島
を
占
有
し
、
主
権
を
行
使
し
、
開
発
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
両
群
島
は
、

そ
れ
よ
り
以
前
は
、
い
か
な
る
国
の
行
政
区
画
に
も
入
っ
て
い
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
占
有
は
事
実
で
あ
り
、
国
際
法
及
び

国
際
慣
行
に
合
致
し
た
も
の
で
あ
る
。
ベ
ト
ナ
ム
の
各
政
権
は
、
こ
れ
ら
群
島
を
大
陸
部
諸
省
に
属
す
る
行
政
管
轄
の
も
と
に
お
い
て

き
た
。
…
…
ベ
ト
ナ
ム
人
民
は
、
自
ら
の
両
群
島
に
対
す
る
主
権
を
証
明
す
る
の
に
十
分
な
法
的
根
拠
、
歴
史
的
根
拠
、
及
び
事
実
を

有
し
て
い
る
。
欧
米
の
航
海
者
、
地
理
家
、
宣
教
師
も
、
何
世
紀
も
前
か
ら
、
こ
の
事
実
を
認
め
て
き
た
。」

一
九
八
二
年
八
月
ベ
ト
ナ
ム
の
基
線
声
明
は
、
付
図
を
も
っ
て
明
確
に
示
し
た
。
そ
こ
で
は
、
南
海
基
線
は
、
一
九
七
七
年
五
月
の
領

海
宣
言
に
従
う
と
し
て
い
る
。

四
五



政
経
研
究　
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十
九
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第
二
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〇
）

表 4　ベトナムが占有している主な島嶼・珊瑚礁

ベトナム名 中国名 ヨーロッパ語名 備考

ダオ・ソング・ツ・テイ 南子島 サウス・ウェスト・ケイ

シン・トン・コング 奈羅礁 サウス・リーフ

安達礁 エルダド・リーフ

ダオ・ロン 大現礁 ディスカバリー・グレート・リーフ

ダ・ノー 小現礁 ディスカバリー・スモール・リーフ

コ・リン 鬼喊礁 コリンズ・リーフ

ダ・ラト 日積礁 ラッド・リーフ

バオ・シア・トン 景宏島 シン・コウン島

ティエン・ヌー 無礁 テネント・リーフ

ダオ・ファン・ビン 畢生礁 ピアーン・リーフ

ダイ・トク・タン 六門礁 アリソン・リーフ

ダ・ドン 東礁 イースト・ロンドン・リーフ

ヌイ・タイ 舶蘭礁 ペトレイ・ケイ

ベイ・サオ・ビン 蓬勃堡 ボンベイ・ショール

ダオ・トロング・サ 南威島 スプラトリー島

ダオ・アン・バン 安波沙洲 アムボイ・ケイ 1984年 6月仮説滑走路

建設、1995年灯台建設

バイ・ト・チン 萬安灘 バングアード・バンク

立威堡 ロンドン・セントラル・リーフ

ダ・ヌイ・レイ 南華礁 コルンウァールス・サウス・リーフ

ダオ・ティ 西礁 ウェスト・ロンドン・リーフ

ダオ・トラングサ・ドン 中礁 セントラル・リーフ

康樂礁 カムンジャリス・リーフ

泛愛暗沙 ファンシー・ウオェック・ショール

ダオ・ソン・カ 敦謙沙洲 サンデー・ケイ

ビンニューエン 費信島 ワラツ島 1977年 4月飛行場建設

（注）　ベトナム名の空欄は、中国名からは確認できない。
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南
シ
ナ
海
の
安
全
保
障
と
戦
略
環
境
（
二
・
完
）（
浦
野
）

（
二
〇
一
）

四
．
マ
レ
ー
シ
ア
の
領
土

マ
レ
ー
シ
ア
は
、
一
九
七
四
年
一
〇
月
ス
プ
ラ
ト
リ
ー
群
島
ツ
ル
シ
ブ
・
ラ
ヤ
ン
ラ
ヤ
ン
（
弾
丸
礁
）
占
領
し
、
一
九
七
六
年
以
降
、

ス
プ
ラ
ト
リ
ー
群
島
で
の
石
油
探
査
に
着
手
し
、
一
九
七
六
年
九
月
中
国
領
海
と
マ
レ
ー
シ
ア
の
石
油
・
ガ
ス
鉱
区
が
重
複
し
て
い
る
こ

と
を
認
め
た
。
一
九
七
九
年
一
二
月
ツ
ル
シ
ブ
・
ラ
ク
サ
マ
ナ
（
司
令
礁
）
な
ど
ツ
ル
シ
ブ
（
南
沙
）
群
島
を
掲
載
し
た
マ
レ
ー
シ
ア
地
図

が
刊
行
さ
れ
た
（
7
）

。
そ
し
て
一
九
七
九
年
以
降
、
ス
プ
ラ

ト
リ
ー
群
島
一
二
島
嶼
の
主
権
を
主
張
し
て
お
り
、
そ

の
実
効
的
管
理
に
入
っ
て
い
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
こ

れ
を
拒
否
し
て
い
る
。
そ
の
マ
レ
ー
シ
ア
支
配
は
、

一
九
九
一
年
五
月
ツ
ル
シ
ブ
・
ラ
ヤ
ン
ラ
ヤ
ン
で
の
リ

ゾ
ー
ト
・
ホ
テ
ル
の
完
成
で
、
観
光
に
よ
る
国
際
認
知

が
進
め
ら
れ
、
こ
れ
と
と
と
も
に
漁
業
開
発
と
と
も
に

石
油
開
発
が
着
手
さ
れ
て
い
る
（
10
）

。

マ
レ
ー
シ
ア
地
図
で
判
明
し
た
、
南
海
に
お
い
て
他

国
領
土
と
対
立
し
て
い
る
島
嶼
は
、
以
下
の
通
り
で

あ
っ
た
。

マ
レ
ー
シ
ア
の
対
外
文
件
及
び
関
連
事
項
は
、
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

（出所） 　J. R.V. Prescott, The Maritime Political 
Boundaries of the World, London: Methuen, 1986.

（注） 　─はマレーシアの主張する領海基線で、－　－　－
が領海基線となっている。─・─はマレーシアの主張
する大陸棚の範囲で、……は中間線を示している。
△2はツルシブ・タヤンラヤンである。

図 3　マレーシアの主張するセレベス海域境界
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第
四
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
二
年
九
月
）

（
二
〇
二
）

一
九
六
六
年　
　

七
月　

大
陸
棚
法
制
定
。

一
九
六
九
年　

一
〇
月　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
マ
レ
ー
シ
ア
大
陸
棚
協
定
調
印
。

一
九
七
四
年　

一
〇
月　

 

ツ
ル
シ
ブ
群
島
ツ
ル
シ
ブ
・
ラ
ヤ
ン
（
弾
丸
礁
）
占

領
、
一
九
七
九
年
一
二
月
マ
レ
ー
シ
ア
地
図
に
明
記
、

一
九
八
〇
年
四
月
海
軍
監
視
所
設
置
。

一
九
七
七
年　
　
　
　
　

ツ
ル
シ
ブ
群
島
で
油
田
調
査
。

一
九
七
九
年　
　

一
月　

ス
プ
ラ
ト
リ
ー
群
島
一
二
島
嶼
の
主
権
を
主
張
。

　
　
　
　
　
　

一
〇
月　

マ
レ
ー
シ
ア
・
タ
イ
領
海
画
定
条
約
調
印
。

一
九
八
〇
年　
　

四
月　

排
他
的
経
済
地
帯
の
声
明
。

一
九
八
二
年　
　

二
月　

 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
マ
レ
ー
シ
ア
、
領
海
・
領
水
相
互
利

用
協
定
調
印
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
南
海
を
「
平
和
・
中
立

の
海
」（
Ｓ
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｎ
）
と
提
唱
。

一
九
八
四
年　

一
二
月　

排
他
的
経
済
水
域
法
公
布
。

一
九
八
八
年　
　

四
月　

マ
レ
ー
シ
ア
領
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
漁
船
拿
捕
。

一
九
九
一
年　
　

五
月　

ツ
ル
シ
ブ
・
ラ
ヤ
ン
ラ
ヤ
ン
に
リ
ゾ
ー
ト
施
設
建
設
。

一
九
九
二
年　
　

五
月　

 

マ
レ
ー
シ
ア
国
王
、
ツ
ル
シ
ブ
・
ラ
ヤ
ン
ラ
ヤ
ン
訪
問
、

一
九
九
三
年
観
光
地
化

表 5　マレーシア地図に表記のツルンブ群島
対立島嶼 マレー語名 ヨーロッパ語名 中国名

中国及びフィリピン
との対立島嶼

ツルンブ・ラクサマナ
ツルンブ・モンタナニ
ツルンブ・ベニンジャウ
ツルンブ・ウビ

コマンドル・リーフ
マレープレス・リーフ
インペスティゲーター・リーフ
アルダシール・リーフ

司令礁
南海礁
楡亜礁
光星仔礁

中国及びベトナムと
の対立島嶼

ツルンブ・ラヤ
ツルンブ・ペナフ
ツルンブ・ラヤンラヤン
ツルンブ・セマング・バクトベサール

ダルカス・リーフ
バルケ・カナダ・リーフ
スワロー・リーフ
ロイヤル・カルトッテ・リーフ

光星礁
柏礁
弾丸礁
皇路礁

中国及びブルネイと
の対立島嶼

ツルンブ・セラマン・バラトケシル エユサ・リーフ 南通礁

中国との対立島嶼 グラスゴー・ショール
グロスターブレー・カース
ノース・イースト・ショール

南樂暗沙
破浪礁
校尉暗沙

（注） 　アルダスター・バンク（安波礁）、えりか・リーフ（簸真礁）ハマレーシ
アふぁ占有しているも、状況は不明である。
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南
シ
ナ
海
の
安
全
保
障
と
戦
略
環
境
（
二
・
完
）（
浦
野
）

（
二
〇
三
）

一
九
九
九
年　
　

六
月　

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
南
沙
群
島
で
の
マ
レ
ー
シ
ア
の
建
設
工
事
に
抗
議
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
拒
否
。

マ
レ
ー
シ
ア
は
、
一
九
六
六
年
大
陸
棚
法
で
、
南
沙
群
島
の
八
万
平
方
キ
ロ
の
地
域
、
サ
ウ
ス
ル
コ
ニ
シ
ア
・
シ
ョ
ー
ル
（
南
康
暗
沙
）、

ヘ
ラ
ル
ド
・
リ
ー
フ
（
海
寧
礁
）、
ノ
ー
ス
ル
コ
ニ
シ
ア
・
シ
ョ
ー
ル
（
北
康
暗
沙
）、
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
シ
ョ
ー
ル
（
曽
母
暗
沙
）
が
マ
レ
ー

シ
ア
開
発
区
に
入
っ
た
。
一
九
七
〇
年
に
サ
ウ
ス
ル
コ
ニ
シ
ア
・
シ
ョ
ー
ル
と
ノ
ー
ス
ル
コ
ニ
シ
ア
・
シ
ョ
ー
ル
で
資
源
調
査
が
着
手
さ

れ
、
翌
七
一
年
三
月
ヘ
ラ
ル
ド
・
リ
ー
フ
ィ
と
リ
ッ
ト
モ
ン
ド
・
リ
ー
フ
（
潭
門
礁
）
で
資
源
探
査
に
入
り
、
さ
ら
に
一
九
七
二
年
に

ム
ー
デ
ィ
・
リ
ー
フ
（
康
西
暗
沙
）
で
、
一
九
七
三
年
に
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
・
シ
ョ
ー
ル
（
盟
誼
暗
沙
）
で
資
源
調
査
を
進
め
た
。
こ
の
資

源
調
査
は
一
九
七
五
年
一
〇
月
ま
で
に
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
シ
ョ
ー
ル
で
も
成
功
し
、
こ
れ
と
と
も
に
一
九
七
四
年
一
〇
月
以
降
、
ツ
ル
ン

ブ
・
ラ
ヤ
ン
ラ
ヤ
ン
の
占
領
と
な
っ
た
。

一
九
八
〇
年
四
月
マ
レ
ー
シ
ア
は
、
排
他
的
経
済
地
帯
の
声
明
で
、
漁
業
資
源
に
対
す
る
排
他
的
権
利
の
享
受
を
確
認
し
、
一
九
八
四

年
一
二
月
排
他
的
経
済
水
域
法
で
、
石
油
開
発
の
遂
行
及
び
そ
の
責
任
と
と
も
に
、
排
他
的
経
済
地
帯
に
お
け
る
防
衛
責
任
の
行
使
を
明

記
し
た
。

マ
レ
ー
シ
ア
に
と
っ
て
大
き
な
問
題
は
、
マ
レ
ー
半
島
と
サ
バ
・
サ
ラ
ワ
ク
と
が
南
シ
ナ
海
を
介
し
て
領
土
の
分
離
を
来
し
て
い
る
こ

と
で
あ
り
、
ま
た
南
沙
群
島
及
び
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
領
海
を
接
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
マ
レ
ー
住
民
は
、
南
海
の
周
辺
地
帯
を
生
活
圏

と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
マ
レ
ー
シ
ア
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
の
大
陸
棚
交
渉
に
成
功
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
群
島
理
論
の
施
行
で
、

一
九
八
二
年
二
月
南
シ
ナ
海
に
お
け
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
領
海
・
領
空
に
お
い
て
マ
レ
ー
シ
ア
人
に
対
し
伝
統
的
に
通
航
と
通
信
の
権
利

を
認
め
る
と
し
た
領
海
・
領
空
協
定
が
成
立
し
、
そ
こ
で
は
、
南
海
を
「
平
和
・
中
立
の
海
」（
Ｓ
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｎ
）
と
改
め
る
べ
き
と
合
意
さ

れ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
コ
モ
ド
ア
支
配
を
支
持
し
て
い
る
。

四
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政
経
研
究　

第
四
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
二
年
九
月
）

（
二
〇
四
）

こ
の
マ
レ
ー
シ
ア
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
共
同
利
用
空
間
の
維
持
の
精
神
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
ド
ー
ナ
ツ
・
フ
ォ
ミ
ュ
ー
ラ
の
モ
デ
ル

を
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
非
公
式
協
議
で
提
案
し
た
文
脈
に
あ
り
、
マ
レ
ー
シ
ア
は
、
こ
れ
に
対
応
し
て
「
平
和
・
中
立
の
海
」
を
提
唱
し
て
い
る
。

五
．
先
占
の
論
理

│
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
領
土

フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
そ
の
防
衛
空
間
戦
略
か
ら
、
一
九
四
八
年
先
占
の
論
理
を
貫
徹
す
べ
く
ス
プ
ラ
ト
リ
ー
群
島
イ
ツ
ア
バ
島
（
大
平
島
）

に
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
洋
研
究
所
長
ト
マ
ス
・
ク
ロ
マ
が
個
人
的
に
上
陸
し
、
政
府
は
そ
の
移
民
計
画
を
認
め
た
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
、

一
九
五
六
年
三
月
ス
プ
ラ
ト
リ
ー
群
島
を
カ
ラ
ヤ
ー
ン
群
島
の
発
見
と
し
て
確
認
し
、
五
月
フ
リ
ー
ダ
ム
・
ラ
ン
ド
の
存
在
が
宣
言
さ
れ

た
。
し
か
し
、
そ
こ
は
、
大
平
島
で
、
台
湾
が
支
配
を
回
復
し
て
お
り
、
先
占
の
論
理
を
も
っ
て
す
る
そ
の
支
配
は
成
立
し
て
い
な
い
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
よ
る
混
乱
で
、
さ
ら
に
、
そ
の
占
領
を
拡
大
し
、
そ
の
支
配
を
既
成
事
実
と
化
し
た
。
そ
の
強
行

占
領
は
、
一
九
七
三
年
一
月
歴
史
的
領
土
と
い
い
か
え
ら
れ
る
も
、
か
か
る
事
実
は
な
い
。
そ
こ
で
、
一
九
七
八
年
六
月
カ
ラ
ヤ
ー
ン
群

島
主
権
宣
言
が
発
せ
ら
れ
、
こ
の
自
称
カ
ラ
ヤ
ー
ン
群
島
の
要
衝
パ
ラ
ワ
ン
島
で
は
、
飛
行
場
建
設
が
進
め
ら
れ
、
パ
ラ
ワ
ン
島
の
防
衛

態
勢
が
強
化
さ
れ
た
。

そ
の
カ
ラ
ヤ
ー
ン
群
島
の
支
配
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
大
陸
棚
及
び
経
済
的
排
他
地
帯
の
適
用
に
あ
っ
て
、
問
題
は
な
い
と
い
う
の
が
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
立
場
で
あ
る
（
11
）

。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
対
外
措
置
及
び
関
連
事
項
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

一
九
四
六
年　
　

七
月　

ス
プ
ラ
ト
リ
ー
群
島
を
国
防
範
囲
に
編
入
。

一
九
四
八
年　
　
　
　
　

フ
ィ
リ
ピ
ン
海
洋
研
究
所
長
ト
マ
ス
・
ク
ロ
マ
、
南
沙
群
島
イ
ツ
ア
バ
島
（
大
平
島
）
探
険
。

一
九
四
九
年　
　

四
月　

 

南
沙
群
島
移
民
計
画
を
検
討
、
海
軍
将
校
の
イ
ツ
ア
バ
派
遣
を
決
議
、
こ
れ
に
対
し
、
中
国
は
、
フ
ィ
リ
ピ

五
〇



南
シ
ナ
海
の
安
全
保
障
と
戦
略
環
境
（
二
・
完
）（
浦
野
）

（
二
〇
五
）

ン
に
南
沙
群
島
は
中
国
領
土
と
通
告
。

一
九
五
〇
年　
　

五
月
一
七
日　

キ
リ
ノ
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
統
領
、
南
沙
群
島
占
領
を
検
討
中
と
発
言
、
中
国
が
抗
議
。

一
九
五
五
年　

一
〇
月　

群
島
水
域
論
を
展
開
。

一
九
五
六
年　
　

三
月　

ク
ロ
マ
、
南
沙
諸
島
探
険
、
パ
ラ
ワ
ン
沖
の
無
人
島
を
カ
ラ
ヤ
ー
ン
群
島
と
命
名
、
五
月
領
有
宣
言
。

　
　
　
　
　
　
　

七
月　

ク
ロ
マ
、
ス
プ
ラ
ト
リ
ー
群
島
チ
ツ
島
を
首
都
に
フ
リ
ー
ダ
ム
・
ラ
ン
ド
樹
立
。

一
九
七
二
年　
　

四
月　

カ
ラ
ヤ
ー
ン
群
島
を
パ
ラ
ワ
ン
省
編
入
、
一
九
七
八
年
六
月
正
式
宣
言
。

一
九
七
三
年　
　

一
月　

フ
ィ
リ
ピ
ン
歴
史
水
域
と
し
て
確
認
。

一
九
七
六
年　
　

三
月　

七
つ
の
島
嶼
占
領
公
表
、
リ
ー
ド
・
バ
ン
ク
で
石
油
探
査
、
一
九
七
九
年
二
月
生
産
開
始
。

一
九
七
八
年　
　

六
月　

カ
ラ
ヤ
ー
ン
群
島
主
権
宣
言
、
及
び
二
〇
〇
海
里
経
済
水
域
宣
言
。

一
九
五
五
年
三
月
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
南
海
諸
島
の
囲
い
込
み
の
過
程
で
、
群
島
水
域
論
を
提
起
し
た
。
そ
の
群
島
水
域
概
念
は
、
国
際

法
上
、
最
初
の
提
起
で
あ
り
、
そ
の
国
際
連
合
あ
て
口
上
書
は
、
次
の
よ
う
に
言
及
さ
れ
た
。

「
フ
ィ
リ
ピ
ン
群
島
に
属
す
る
相
異
な
る
諸
島
間
及
び
諸
島
を
結
ぶ
す
べ
て
の
水
域
は
、
そ
の
幅
員
又
は
範
囲
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら

ず
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
排
他
的
主
権
に
従
う
フ
ィ
リ
ピ
ン
陸
地
領
土
の
必
要
な
付
属
物
で
あ
っ
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
国
家
水
域
又
は
内
水

と
し
て
不
可
分
の
一
部
を
構
成
す
る
。
そ
の
外
の
水
域
は
、
す
べ
て
、
一
八
九
八
年
一
二
月
一
〇
日
パ
リ
条
約
、
一
九
〇
〇
年
一
一
月

七
日
米
国
・
ス
ペ
イ
ン
・
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
、
一
九
三
〇
年
一
月
二
日
英
国
・
米
国
条
約
、
及
び
一
九
三
二
年
七
月
六
日
英
国
・
米
国

条
約
、
並
び
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
連
邦
法
第
六
節
に
お
い
て
再
確
認
さ
れ
た
線
内
に
含
ま
れ
る
。」

以
上
の
宣
言
は
、
当
時
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ス
プ
ラ
ト
リ
ー
群
島
の
一
部
併
合
と
は
直
接
関
係
は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
論
理
は
の
ち
パ
ラ

五
一
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ワ
ン
州
へ
の
カ
ラ
ヤ
ー
ン
群
島
の
併
合
に
お
い
て
、
国
際
法
的
適
用
の
基
礎
と
さ
れ
た
。

翌
五
六
年
三
月
ク
ロ
マ
は
、
イ
ツ
ア
バ
（
大
平
島
）
に
上
陸
し
、
四
月
同
地
は
フ
リ
ー
ダ
ム
・
ラ
ン
ド
に
属
す
る
と
宣
言
し
、
五
月
ク

ロ
マ
は
、
カ
ル
ロ
ス
・
ガ
ル
シ
ア
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
外
相
あ
て
書
簡
で
、
こ
の
カ
ラ
ヤ
ー
ン
諸
島
に
対
す
る
先
占
に
よ
る
合
法
的
な
領
有
に

つ
き
確
認
し
通
告
し
た
。
ガ
ル
シ
ア
は
、
同
島
は
無
主
地
で
あ
る
と
認
め
、
領
有
支
持
を
表
明
し
た
。
五
月
台
湾
は
、
こ
の
島
嶼
は
中
華

民
国
領
土
で
あ
る
と
抗
議
声
明
を
発
し
、
六
月
台
湾
は
イ
ツ
ア
バ
に
立
威
部
隊
を
派
遣
し
て
、
同
島
を
占
領
し
た
。
再
び
六
月
ク
ロ
マ
が

同
島
に
上
陸
し
、
中
華
民
国
旗
を
持
ち
去
り
、
七
月
チ
ツ
島
（
中
業
島
）
に
フ
リ
ー
ダ
ム
政
府
の
首
都
を
設
立
し
た
こ
と
で
、
七
月
台
湾

は
威
遠
部
隊
を
派
遣
し
、
支
配
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
一
〇
月
台
湾
軍
は
ク
ロ
マ
船
を
臨
検
し
た
。
以
来
、
台
湾
は
、
大
平
島
を
実
効
的

に
支
配
し
て
い
る
。

一
方
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
本
土
の
パ
ラ
ワ
ン
島
の
基
地
が
強
化
さ
れ
、
一
九
七
八
年
三
月
フ
ィ
リ
ピ
ン
軍
は
、
南
沙
群
島
の
大
平
島
周
辺
の

七
つ
の
島
嶼
を
占
領
し
、
翌
七
九
年
二
月
マ
ル
コ
ス
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
統
領
は
カ
ラ
ヤ
ン
群
島
主
権
宣
言
を
発
し
、
こ
の
島
嶼
を
パ
ラ
ワ

ン
州
に
併
合
し
て
、
こ
れ
に
従
う
二
〇
〇
海
里
経
済
水
域
宣
言
を
発
し
た
。
そ
の
宣
言
は
、「
フ
ィ
リ
ピ
ン
領
土
管
轄
の
一
部
で
あ
る
こ

と
に
宣
言
及
び
行
政
管
理
規
定
」
と
題
さ
れ
て
お
り
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

「
以
下
の
範
囲
に
位
置
す
る
南
シ
ナ
海
の
一
部
島
嶼
及
び
砂
州
は
、
そ
の
近
接
性
の
ゆ
え
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
安
全
保
障
上
及
び
経
済

上
の
生
存
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
に
よ
り
、

カ
ラ
ヤ
ー
ン
群
島
は
、

北
緯
七
度
四
〇
分
、
東
経
一
一
六
度
〇
〇
分
の
地
点
か
ら
南
に
北
緯
七
度
四
〇
分
の
緯
度
線
に
沿
っ
て
、
東
経
一
一
二
度
一
〇
分
の

経
度
線
と
の
交
差
点
ま
で
を
結
び
、
…
…
そ
こ
か
ら
南
東
方
面
へ
北
緯
七
度
四
〇
分
、
東
経
一
一
六
度
〇
〇
分
の
起
点
ま
で
を
結
ぶ
範

五
二



南
シ
ナ
海
の
安
全
保
障
と
戦
略
環
境
（
二
・
完
）（
浦
野
）

（
二
〇
七
）

囲
に
あ
っ
て
、

前
記
の
区
域
の
多
く
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
大
陸
棚
の
一
部
で
あ
る
が
故
に
、

こ
れ
ら
区
域
は
、
法
律
上
、
い
か
な
る
国
家
に
も
属
さ
な
い
ば
か
り
か
、
歴
史
的
根
拠
、
不
可
分
の
必
要
性
、
及
び
国
際
法
に
従
っ

て
確
立
さ
れ
た
実
効
的
な
占
領
及
び
支
配
に
よ
っ
て
、
今
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
主
権
下
に
あ
っ
て
、
そ
れ
に
属
す
る
と
見
做
さ
れ
、

他
国
は
、
こ
の
区
域
の
一
部
領
有
権
を
主
張
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
主
張
は
、
放
置
に
よ
り
効
力
を
失
い
、
法
的
、
歴
史
的
、
及
び

公
正
な
根
拠
に
基
づ
く
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
主
張
を
覆
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
故
に
、
…
…

第
一
条　

海
底
、
底
土
、
大
陸
棚
限
界
、
及
び
上
空
を
含
む
、
以
下
の
境
界
内
の
地
域
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
主
権
下
に
あ
り
、
そ
れ

に
属
す
る
も
の
と
す
る
。

北
緯
七
度
四
〇
分
、
東
経
一
一
六
度
〇
〇
分
の
地
点
…
…
の
こ
の
区
域
は
、
こ
こ
に
、
パ
ラ
ワ
ン
省
の
別
個
に
分
立
し
た
地
方
自
治

体
と
し
て
設
置
さ
れ
、「
カ
ラ
ヤ
ー
ン
」
と
し
て
知
ら
れ
る
。

第
二
条　

通
常
の
定
例
選
挙
に
先
だ
ち
、
及
び
第
一
〇
八
一
号
布
告
に
定
め
る
非
常
時
の
期
間
を
通
じ
、
及
び
法
律
に
よ
り
事
前
に

定
め
ら
れ
な
い
限
り
、
こ
の
区
域
の
行
政
及
び
支
配
は
、
国
防
相
又
は
大
統
領
が
任
命
し
た
文
民
政
府
、
又
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
軍
の
同

等
の
高
官
に
付
与
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
…
…
」

し
た
が
っ
て
、
こ
の
カ
ラ
ヤ
ー
ン
群
島
地
域
は
現
在
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
実
効
的
支
配
に
あ
る
。

六
．
分
割
支
配
と
対
立

南
ベ
ト
ナ
ム
の
南
海
進
出
で
、
一
九
五
七
年
以
降
、
ホ
ア
ン
サ
（
西
沙
）
群
島
で
、
南
ベ
ト
ナ
ム
に
よ
る
中
国
漁
船
の
拿
捕
が
続
い
た
。

一
九
七
四
年
一
月
中
国
軍
と
南
ベ
ト
ナ
ム
軍
に
よ
る
西
沙
群
島
で
の
交
戦
事
件
と
な
っ
た
。
南
ベ
ト
ナ
ム
は
、
先
占
と
歴
史
性
を
根
拠
と

五
三
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し
て
、
そ
の
主
権
支
配
を
確
認
し
、
そ
の
南
海
支
配
は
、
北
ベ
ト
ナ
ム
の
支
配
の
継
承

を
経
て
統
一
ベ
ト
ナ
ム
へ
移
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
中
国
は
一
九
七
七
年
六
月
、
ベ
ト
ナ

ム
が
一
九
七
五
年
の
統
一
ベ
ト
ナ
ム
以
前
に
お
け
る
立
場
に
戻
る
よ
う
要
求
し
、
七
月

中
国
の
ベ
ト
ナ
ム
援
助
は
停
止
さ
れ
、
一
九
七
九
年
二
月
中
越
戦
争
と
な
っ
た
。
同
年

七
月
中
国
は
、
西
沙
群
島
を
飛
行
禁
止
地
域
に
設
定
し
た
。

そ
の
経
過
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。

一
九
五
七
年　
　

一
月　

 

南
ベ
ト
ナ
ム
、
西
沙
群
島
甘
泉
（
ロ
バ
ー
ト
）
島
で
給
水

中
の
中
国
漁
船
へ
の
発
砲
事
件
。

一
九
五
九
年　
　

二
月　

南
ベ
ト
ナ
ム
海
軍
、
中
国
漁
船
二
隻
拿
捕
。

　
　
　
　
　
　
　

三
月　

 

南
ベ
ト
ナ
ム
、
中
国
に
対
し
ホ
ア
ン
サ
群
島
は
ベ
ト
ナ
ム

領
土
と
通
告
、
台
湾
、
南
ベ
ト
ナ
ム
に
対
し
西
沙
群
島
は

中
国
領
土
と
通
告
。

一
九
七
三
年　
　

三
月　

南
ベ
ト
ナ
ム
、
ホ
ア
ン
サ
群
島
で
中
国
漁
船
三
隻
拿
捕
。

一
九
七
四
年　
　

一
月　

中
国
、
南
沙
群
島
の
フ
ォ
ク
ト
ゥ
イ
省
管
轄
を
非
難
。

　
　
　
　
　
　
　

一
月
一
六
日　

 

南
ベ
ト
ナ
ム
軍
、
甘
泉
島
で
五
星
紅
旗
砲
撃
、
続

く
南
ベ
ト
ナ
ム
攻
撃
で
、
二
〇
日
中
国
空
軍
の
反

撃
で
西
沙
群
島
の
南
ベ
ト
ナ
ム
軍
壊
滅
、
中
国
は

表 6　フィリピンが占有している南沙群島の主な島嶼・珊瑚礁

ヨーロッパ語名 中国名 備考
ノース・イースト・ケイ 北子島 1974年 3 月灯台設置
フラット島 費信島
ナンサン島 馬歓島
チツ島 中業島
ロアイタ島 南輪島
ｒ－ド・バンク 礼樂灘 1996年 1 月スウェーデン財団と探査秘密

協定調印
ラム・ケイアム・ケイ 楊信沙洲
ウェスト・ヨーク島 西月島
（注） 　フィリピンが占有していたコモド・リーフ（司令礁）は、1980年11月マ

レーシアが占領した。

五
四



南
シ
ナ
海
の
安
全
保
障
と
戦
略
環
境
（
二
・
完
）（
浦
野
）

（
二
〇
九
）

西
沙
群
島
全
域
を
支
配
。

　
　
　
　
　
　
　

一
月　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
西
沙
群
島
は
中
国
領
土
と
確
認
。

一
九
七
五
年　
　

二
月　

中
国
、
南
ベ
ト
ナ
ム
に
よ
る
一
連
の
南
海
諸
島
上
陸
事
件
を
非
難
。

　
　
　
　
　
　
　

二
月　

 

南
ベ
ト
ナ
ム
、
外
交
白
書
「
黄
沙
（
パ
ラ
セ
ル
）
群
島
及
び
長
沙
（
ス
プ
ラ
ト
リ
ー
）
群
島
に
対
す
る
外
交
白
書
」。

一
九
七
七
年
〜
一
九
七
八
年　

中
国
、
五
次
に
わ
た
る
南
海
測
量
。

一
九
七
七
年　
　

六
月　

中
国
、
ベ
ト
ナ
ム
援
助
停
止
。

一
九
七
八
年　

一
二
月　

中
国
、
南
海
諸
島
の
主
権
声
明
。

一
九
七
九
年　
　

四
月　

中
国
、
西
沙
群
島
及
び
南
沙
群
島
の
主
権
声
明
。

　
　
　
　
　
　
　

四
月
二
四
日　

ク
ア
ン
ド
イ
・
ニ
ャ
ン
ザ
ン
論
説
「
祖
国
の
領
海
を
守
ろ
う
」。

　
　
　
　
　
　
　

五
月
一
五
日　

人
民
日
報
記
事
「
西
沙
群
島
と
南
沙
群
島
の
争
い
の
由
来
」。

　
　
　
　
　
　
　

八
月　

ベ
ト
ナ
ム
、
ホ
ア
ン
サ
群
島
及
び
チ
ュ
オ
ン
サ
群
島
の
主
権
声
明
。

　
　
　
　
　
　
　

九
月　

ベ
ト
ナ
ム
外
交
白
書
「
ホ
ア
ン
サ
群
島
及
び
チ
ュ
オ
ン
サ
群
島
の
主
権
」。

　
　
　
　
　
　

一
一
月　

 

中
国
政
府
文
書
「
ベ
ト
ナ
ム
政
府
が
南
沙
群
島
及
び
西
沙
群
島
を
中
国
領
土
と
し
て
承
認
し
た
二
、
三
の
文

献
的
証
拠
」。

一
九
八
〇
年　
　

一
月　

中
国
外
交
部
文
書
「
西
沙
・
南
沙
群
島
に
対
す
る
中
国
の
主
権
は
論
争
の
余
地
な
し
」。

　
　
　
　
　
　
　

二
月　

北
ベ
ト
ナ
ム
、
ホ
ア
ン
サ
・
チ
ュ
オ
ン
サ
群
島
の
主
権
声
明
。

一
九
八
七
年　
　

四
月　

中
国
、
南
海
諸
島
の
主
権
声
明
。

五
五
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一
九
八
八
年　
　

三
月　

中
国
・
ベ
ト
ナ
ム
、
南
沙
群
島
赤
爪
礁
で
衝
突
。

南
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
統
一
ベ
ト
ナ
ム
へ
移
行
し
た
局
面
に
お
い
て
も
、
一
貫
し
て
ベ
ト
ナ
ム
は
南
海
諸
島
に
対
す
る
主
権
の
行
使
及
び
主

張
を
崩
さ
な
か
っ
た
。
一
九
八
〇
年
代
に
な
っ
て
も
、
中
国
と
ベ
ト
ナ
ム
間
で
の
主
権
論
争
は
続
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
を
代
表
す
る
見
解
を
、

以
下
、
摘
記
し
て
お
く
。

一
九
七
九
年
九
月
ベ
ト
ナ
ム
外
交
白
書
「
ホ
ア
ン
サ
群
島
及
び
チ
ュ
オ
ン
サ
群
島
の
主
権
」

「
ベ
ト
ナ
ム
の
ホ
ア
ン
サ
群
島
及
び
チ
ュ
オ
ン
サ
群
島
に
対
す
る
主
権
は
争
う
余
地
が
な
い
。…
…
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
北
京
当
局
者
は
、

こ
れ
ら
両
群
島
は
中
華
人
民
共
和
国
の
も
の
で
あ
る
と
要
求
し
て
き
た
。
一
九
七
四
年
、
…
…
当
時
、
グ
エ
ン
・
バ
ン
・
チ
ュ
ー
政
権

が
管
理
し
て
い
た
ホ
ア
ン
サ
群
島
に
侵
入
し
、
こ
れ
を
占
拠
し
た
。
こ
れ
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
主
権
と
領
土
保
全
を
粗
暴
に
も
侵
犯
し
、

踏
み
に
じ
る
…
…
北
京
当
局
者
の
あ
か
ら
さ
ま
な
侵
略
行
動
で
あ
る
。
そ
し
て
、
東
海
を
一
歩
一
歩
支
配
し
、
こ
れ
を
独
占
し
、
ラ
オ

ス
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
同
様
に
ベ
ト
ナ
ム
を
も
衰
弱
さ
せ
て
、
こ
れ
を
併
呑
し
、
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
踏
み
台
に
し
よ
う
と
す
る
北
京
の
全

般
的
陰
謀
の
一
環
と
し
て
で
あ
っ
た
。
そ
の
侵
略
行
動
を
糊
塗
す
る
た
め
に
、
北
京
当
局
者
は
、
ホ
ア
ン
サ
群
島
及
び
チ
ュ
オ
ン
サ
群

島
が
中
国
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
、
多
く
の
史
料
を
デ
ッ
チ
あ
げ
ら
れ
、
ね
じ
ま
げ
ら
れ
て
い
る
。
…
…
」

こ
れ
に
対
す
る
中
国
の
反
論
は
、
一
一
月
の
中
国
政
府
文
書
「
ベ
ト
ナ
ム
政
府
が
南
沙
群
島
及
び
西
沙
群
島
を
中
国
領
土
と
し
て
承
認

し
た
二
、
三
の
文
献
的
証
拠
」
で
、
ま
ず
「
一
九
七
四
年
以
後
、
ベ
ト
ナ
ム
当
局
は
、
そ
の
立
場
を
逆
転
さ
せ
た
。
地
域
覇
権
と
拡
張
主

義
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
積
極
的
に
追
求
し
て
、
そ
の
一
貫
し
た
立
場
に
し
ば
し
ば
矛
盾
し
て
、
中
国
の
西
沙
群
島
及
び
南
沙
群
島
へ
の

領
土
要
求
を
持
ち
出
し
、
そ
し
て
西
沙
群
島
及
び
南
沙
群
島
の
島
嶼
の
一
部
を
占
領
す
る
べ
く
軍
隊
を
送
っ
た
。
…
…
こ
れ
は
、
彼
ら
の

地
域
覇
権
の
い
ま
ひ
と
つ
の
表
現
で
あ
る
」
に
始
ま
る
。
そ
の
中
国
の
立
場
は
、
以
下
に
要
約
さ
れ
る
。

五
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一
九
八
〇
年
一
月
中
国
外
交
部
文
件
「
中
国
の
西
沙
群
島
及
び
南
沙
群
島
に
対
す
る
主
権
は
議
論
の
余
地
が
な
い
」

「
西
沙
群
島
及
び
南
沙
群
島
は
、
中
国
南
海
諸
島
の
二
つ
の
大
き
な
島
群
で
、
…
…
近
代
、
こ
の
二
つ
の
群
島
は
、
外
国
か
ら
不
法
に

侵
略
・
占
領
さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
中
国
に
属
す
る
歴
史
的
事
実
と
法
理
的
基
礎
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
…
…

紀
元
前
二
世
紀
、
漢
の
武
帝
時
代
、
中
国
人
民
は
、
南
海
で
航
海
を
始
め
、
長
期
に
わ
た
る
航
海
の
実
践
に
よ
っ
て
西
沙
群
島
及
び

南
沙
群
島
を
発
見
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
克
服
し
て
、
続
々
と
両
群
島
に
渡
り
開
発
経
営
に
励
ん
だ
。
三
国
時
代
（
紀
元
二
二
〇
│

二
六
五
年
）
の
史
書
は
、
す
で
に
西
沙
・
南
沙
両
群
島
の
地
形
・
知
性
の
特
徴
を
模
写
し
て
お
り
、
元
代
の
『
島
夷
志
略
』、
明
代
の

『
東
西
洋
考
』、『
順
風
相
送
』、
清
代
の
『
指
南
正
法
』、『
海
国
聞
見
録
』、
及
び
歴
代
漁
民
の
『
更
路
簿
』
な
ど
の
著
作
に
は
、
中
国

人
民
が
昔
か
ら
南
沙
群
島
・
西
沙
群
島
に
渡
っ
た
状
況
、
両
群
島
の
位
置
、
島
礁
の
分
布
状
況
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
近
年
、
西
沙
群

島
で
唐
と
宋
の
時
代
の
居
住
遺
跡
や
陶
磁
器
・
鉄
刀
・
鉄
鍋
な
ど
生
活
用
具
、
及
び
明
・
清
時
代
の
居
戸
・
寺
院
・
墳
墓
な
ど
の
歴
史

文
物
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
事
実
は
、
中
国
人
民
が
少
な
く
と
も
唐
・
宋
以
来
、
両
群
島
で
生
活
し
、
生
産
活
動
に
従
事
し
て
い

た
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。

中
国
人
民
の
西
沙
群
島
・
南
沙
群
島
に
お
け
る
開
発
・
経
営
に
伴
い
、
中
国
の
歴
代
政
府
は
、
両
群
島
に
対
し
て
管
轄
権
を
行
使
し

て
き
た
。
…
…
」

領
土
の
主
権
的
立
場
は
、
い
ず
れ
の
国
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。

南
沙
群
島
海
域
は
、
二
三
〇
以
上
の
島
・
岩
礁
・
浅
瀬
・
砂
州
が
あ
り
、
そ
れ
は
八
二
万
平
方
キ
ロ
に
及
ぶ
。
海
域
の
面
積
は
三
六
〇

万
平
方
キ
ロ
で
、
中
国
は
、
議
論
の
余
地
の
な
い
主
権
地
域
と
し
て
、
一
九
四
七
年
一
二
月
に
一
一
段
の
Ｕ
字
線
を
も
っ
て
描
か
れ
、

一
九
五
三
年
に
こ
の
一
一
段
線
は
九
段
線
と
書
き
変
え
ら
れ
、
断
続
線
と
も
い
わ
れ
、
伝
統
的
帰
属
線
と
し
て
そ
の
法
的
根
拠
を
設
定
し

五
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た
。
こ
の
九
段
線
以
内
の
海
域
は
約
二
〇
〇
平
方
キ
ロ
で
、
そ
の
う
ち
係
争
地
域
は
一
五
四
平

方
キ
ロ
と
な
っ
て
お
り
、
係
争
の
な
い
地
域
は
四
四
平
方
キ
ロ
に
過
ぎ
な
い
。
い
う
ま
で
も
な

く
、
こ
う
し
た
事
態
が
生
じ
た
の
は
、
従
前
、
実
効
的
支
配
が
欠
如
し
て
い
た
た
め
で
、
そ
の

限
り
利
害
関
係
当
事
国
は
す
べ
て
、
そ
の
南
沙
群
島
の
領
有
権
交
渉
に
か
か
わ
る
権
利
が
あ
る

と
い
う
議
論
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
関
係
六
カ
国
は
、
台
湾
、
中
国
、
ベ
ト
ナ
ム
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ブ
ル
ネ
イ
で
、
そ
の
う
ち
、
占
領
行
動
に
出

て
い
な
い
の
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
ブ
ル
ネ
イ
の
み
で
あ
る
。

現
状
は
、
以
下
の
通
り
に
な
っ
て
い
る
。

中
国　

六
島
に
軍
事
駐
留
し
、
現
在
、
そ
れ
が
著
し
く
拡
張
さ
れ
て
い
る
。

台
湾　

大
平
島
に
軍
事
駐
留
し
て
い
る
。

ベ
ト
ナ
ム　

二
九
島
嶼
、
一
〇
〇
万
平
方
キ
ロ
を
自
国
領
土
と
し
て
い
る
。

マ
レ
ー
シ
ア　

五
つ
の
島
嶼
、
二
七
万
平
方
キ
ロ
を
支
配
し
、
さ
ら
に
、
一
二
の
島
・
岩

礁
・
浅
瀬
・
砂
州
の
主
権
を
主
張
し
て
い
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン　

九
島
嶼
の
四
一
万
平
方
キ
ロ
を
占
領
し
、
五
三
の
島
・
岩
礁
・
浅
瀬
・
砂
州

の
主
権
を
主
張
し
て
い
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
中
国
に
よ
る
と
、
海
上
国
境
線
か
ら
五
万
平
方
キ
ロ
の
と
こ
ろ
ま
で
入

り
込
ん
で
い
る
と
さ
れ
る
が
、
問
題
は
生
じ
て
い
な
い
。

表 7　南海諸島の占有状況

国名 領有主張島嶼数 占拠島嶼数 駐留軍数
ブルネイ 1 0 0
中国 7 7 900 ～ 1,000
マレーシア 16 5 230 ～ 330
フィリピン 53 9 60 ～ 70
台湾 1 1 500 ～ 700
ベトナム 21 21 900 ～ 1,000

（注） 　フィリピンの民間研究機関Center for Intelligence and National Security 
Studiesが2009年に発表のデータで、マレーシアとフィリピンの理解とは一
致していない。
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図 4　南沙群島における係争当事者の占領状況（その 1）

（出所）　符駿『南海四沙群島』台北、世紀書局、1981年。
（注）　①台湾、②中国、③ベトナム、④フィリピン、⑤マレーシアの占有地。

（出所） 　Victor Prescott, The South China Sea: Limits of national Claims, 
Kuala Lumpur: Maritime Institute of Malaysia, 1996/ Limits of National 
Claims in the South China Sea, London: Asean Academic Press, 1999, p. 55.

図 5　南沙群島における係争当事者の占領状況（その 2）
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ブ
ル
ネ
イ
は
、
南
通
礁
及
び
周
辺
三
万
平
方
キ
ロ
の
主
権
を
主
張
し
て
い
る
。

七
． 
隣
接
国
と
の
関
係

│
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
領
土
と
タ
イ
の
領
土

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
南
海
諸
島
問
題
の
直
接
利
害
関
係
国
で
は
な
い
。
他
方
、
マ
ラ
ッ
カ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
海
峡
当
事
国
で
あ
り
、

シ
ー
レ
ー
ン
の
関
係
で
ロ
ン
ボ
ク
海
峡
及
び
ス
ン
ダ
海
峡
を
抱
え
て
い
る
。
中
国
の
主
張
す
る
南
海
諸
島
の
領
有
権
と
は
競
合
関
係
に
な

い
。
一
方
、
南
海
諸
島
関
係
国
と
は
、
大
陸
棚
画
定
は
交
渉
が
ほ
ぼ
終
わ
っ
て
い
る
。
但
し
、
ベ
ト
ナ
ム
は
、
チ
ュ
オ
ン
サ
群
島
領
有
の

立
場
か
ら
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
の
大
陸
棚
協
定
交
渉
を
希
望
し
て
い
る
が
、
成
功
し
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
一
九
七
四

年
西
沙
事
件
で
中
国
の
南
海
諸
島
に
対
す
る
主
権
的
立
場
を
公
式
に
支
持
し
て
い
た
立
場
に
あ
っ
た
か
ら
で
も
あ
る
。
他
方
、
こ
の
中
立

的
立
場
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
を
主
導
し
、
南
シ
ナ
海
の
潜
在
的
紛
争
の
管
理
に
関
す
る
非
公
式
協
議
の
開
催
に
努

力
し
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
平
和
・
中
立
宣
言
の
立
場
で
、
マ
レ
ー
シ
ア
と
の
共
同
空
間
を
維
持
し
つ
つ
、
一
九
八
二
年
に
マ
レ
ー
シ
ア
の
提
唱

し
た
、
南
海
を
「
平
和
・
中
立
の
海
」（
Ｓ
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｎ
）
と
す
る
構
想
を
支
持
し
て
い
る
（
12
）

。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
対
外
文
件
及
び
関
連
事
項
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

一
九
五
七
年　

一
二
月　

群
島
宣
言
、
領
海
一
二
海
里
適
用
。

一
九
六
〇
年　
　

二
月　

群
島
国
家
宣
言
、
群
島
水
域
法
制
定
。

一
九
六
九
年　
　

二
月　

海
洋
の
範
囲
に
関
す
る
声
明
。

　
　
　
　
　
　

一
〇
月　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
マ
レ
ー
シ
ア
大
陸
棚
画
定
協
定
調
印
。

一
九
七
〇
年　
　

三
月　

マ
レ
ー
シ
ア
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
ラ
ッ
カ
領
海
画
定
協
定
調
印
。

一
九
七
一
年　

一
二
月　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
タ
イ
、
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
北
部
・
ア
ン
ダ
マ
ン
海
協
定
調
印
。
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一
二
月　

マ
レ
ー
シ
ア
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
タ
イ
、
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
北
部
大
陸
棚
画
定
協
定
調
印
。

一
九
七
三
年　
　

六
月　

大
陸
棚
法
制
定
。

一
九
七
四
年　
　

一
月　

イ
ン
ド
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
陸
棚
画
定
協
定
調
印
。

　
　
　
　
　
　
　

八
月　

イ
ン
ド
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
大
ニ
コ
バ
ル
島
・
ス
マ
ト
ラ
間
の
大
水
域
大
陸
棚
協
定
調
印
。

一
九
七
五
年　

一
二
月　

タ
イ
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ア
ン
ダ
マ
ン
海
海
底
境
界
画
定
協
定
調
印
。

一
九
七
七
年　
　

一
月　

イ
ン
ド
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ア
ン
ダ
マ
ン
海
及
び
イ
ン
ド
洋
大
陸
棚
協
定
拡
大
協
定
調
印
。

一
九
七
八
年　
　

六
月　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
タ
イ
・
イ
ン
ド
、
ア
ン
ダ
マ
ン
海
領
海
画
定
協
定
調
印
。

一
九
八
〇
年　
　

三
月　

二
〇
〇
海
里
経
済
水
域
宣
言
、
九
月
同
宣
言
に
従
う
排
他
的
経
済
水
域
の
外
国
漁
船
の
操
業
条
件
規
則
。

一
九
八
二
年　
　

二
月　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
マ
レ
ー
シ
ア
領
海
・
領
空
協
定
調
印
。

一
九
八
三
年　
　

九
月　

二
〇
〇
海
里
経
済
水
域
法
制
定
。

一
九
九
〇
年　

一
二
月　

チ
モ
ー
ル
・
ギ
ャ
ッ
プ
条
約
調
印
。

一
九
九
七
年　
　

三
月　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
経
済
専
管
水
域
画
定
協
定
調
印
。

二
〇
〇
三
年　
　

五
月　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
マ
レ
ー
シ
ア
反
テ
ロ
協
定
調
印
、
の
ち
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
タ
イ
が
参
加
。

二
〇
一
一
年　
　

五
月　

中
国
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
協
調
的
な
哨
戒
活
動
を
含
む
、
広
範
な
防
衛
協
力
の
た
め
の
合
同
委
員
会
設
立
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
一
九
八
八
年
、
一
九
九
二
年
に
続
い
て
、
一
九
九
六
年
九
月
に
第
三
回
軍
事
演
習
を
、
南
沙
群
島
に
接
す
る
ナ
ッ

ツ
島
海
域
で
実
施
し
て
お
り
、
こ
れ
に
は
艦
艇
五
〇
隻
、
ジ
ェ
ッ
ト
戦
闘
機
四
一
機
、
兵
員
一
万
、
〇
〇
〇
人
が
参
加
し
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
南
シ
ナ
海
問
題
に
お
け
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
立
場
は
、
二
〇
一
一
年
二
月
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
戦
略
国
際
研
究
セ
ン
タ
ー

六
一



政
経
研
究　

第
四
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
二
年
九
月
）

（
二
一
六
）

研
究
員
エ
バ
ン
・
Ａ
・
ラ
ク
ス
マ
ナ
が
、
以
下
の
通
り
、
考
察
し
て
い
る
（
13
）

。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
領
有
権
を
主
張
す
る
沿
岸
国
で
は
な
い
が
、
南
シ
ナ
海
問
題
に
重
大
な
関
心
を
有
し
て
お
り
、
九
段
線
地
図
に
示
さ

れ
る
中
国
の
領
有
権
主
張
が
約
三
〇
〇
島
嶼
群
か
ら
な
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
最
大
の
天
然
ガ
ス
田
の
バ
ト
ゥ
ナ
諸
島
周
辺
地
域
に
及
ん
で
い

る
か
ら
で
あ
る
。
一
九
九
〇
年
代
か
ら
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
中
国
の
主
張
に
つ
き
明
確
な
説
明
を
求
め
て
き
た
が
、
今
日
ま
で
、
十
分
な

説
明
を
得
て
い
な
い
。
こ
の
戦
略
的
に
重
要
な
地
域
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
一
九
九
六
年
と
二
〇
〇
八
年
に
大
規
模
な
統
合
演
習
を
実
施
し

た
の
は
、
こ
の
た
め
で
あ
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
、
近
年
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ン
ド
、
及
び
米
国
と
の
戦
略
的
安
全
保
障
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
進
め
て
い
る
そ
の
背
景
に
は
、
中
国
の
主
張
が
あ
る
。

一
方
で
、
中
国
と
の
関
係
は
、
全
般
的
に
改
善
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
指
導
層
に
は
、
特
に
、
中
国
の
急
速

な
軍
事
力
増
強
、
軍
事
に
お
け
る
透
明
性
の
欠
如
、
及
び
南
シ
ナ
海
に
お
け
る
強
固
な
姿
勢
を
め
ぐ
っ
て
、
依
然
と
し
て
、
対
中
不
信
感

を
根
強
く
し
て
い
る
。
な
か
ん
ず
く
、
南
シ
ナ
海
問
題
は
、
長
期
的
な
国
際
関
係
を
占
う
リ
ト
マ
ス
試
験
紙
と
な
っ
て
い
る
。

南
シ
ナ
海
問
題
は
、
貿
易
、
漁
業
、
及
び
天
然
資
源
開
発
に
お
け
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
生
命
線
で
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
北
部
地
域
に
お

い
て
潜
在
的
紛
争
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
外
務
省
は
一
九
九
〇
年
以
来
、
南
シ
ナ
海
問
題
に
関
す
る
ト
ラ
ッ

ク
二
の
非
公
式
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
専
門
家
会
合
を
主
張
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
会
合
を
通
じ
て
、
捜
索
救
難
活
動
や
海
洋
科
学
調
査

な
ど
の
具
体
的
な
活
動
を
話
し
合
っ
て
き
た
。
一
部
専
門
家
は
、
そ
の
交
渉
で
二
〇
〇
二
年
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
・
中
国
の
各
行
動
宣
言
の
実

現
が
も
た
ら
さ
れ
た
、
と
評
価
し
て
い
る
。

南
シ
ナ
海
問
題
は
、
常
に
域
内
の
会
合
に
お
い
て
最
も
論
議
を
生
む
問
題
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
こ
の
問
題
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
団
結
に

ひ
び
を
入
れ
、
時
に
紛
争
の
平
和
的
解
決
と
い
う
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
方
式
」
を
危
う
く
し
て
き
た
。
一
九
七
四
年
か
ら
二
〇
〇
二
年
ま
で
の

六
二



南
シ
ナ
海
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全
保
障
と
戦
略
環
境
（
二
・
完
）（
浦
野
）

（
二
一
七
）

間
、
中
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
及
び
ベ
ト
ナ
ム
が
か
か
わ
る
軍
事
紛
争
は
一
七
回
生
じ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
、
中
国
と
の

二
国
間
交
渉
だ
け
で
な
く
、
関
係
国
す
べ
て
が
協
調
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、

議
長
国
と
し
て
各
行
動
宣
言
の
さ
ら
な
る
履
行
を
求
め
、
最
終
的
に
は
、
法
的
拘
束
力
を
も
つ
「
行
動
規
範
」
の
実
現
を
求
め
て
努
力
す

る
以
外
に
選
択
肢
は
持
た
な
い
（
12
）

。

な
お
、
タ
イ
は
、
イ
ン
ド
シ
ナ
の
接
壌
国
で
、
南
シ
ナ
海
と
は
自
国
の
領
海
が
接
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
領
海
は
、
い
わ
ゆ
る
南
海

領
域
に
ま
で
は
及
ん
で
い
な
い
。
南
シ
ナ
海
で
隣
接
し
て
い
る
マ
レ
ー
シ
ア
と
の
領
海
及
び
大
陸
棚
問
題
は
既
に
画
定
さ
れ
て
い
る
。

タ
イ
の
南
シ
ナ
海
及
び
シ
ー
レ
ー
ン
に
関
連
す
る
対
外
文
件
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

一
九
五
八
年　
　

九
月　

歴
史
的
バ
ン
コ
ク
湾
に
関
す
る
法
、
タ
イ
湾
の
主
権
設
定
。

一
九
六
六
年　

一
〇
月　

領
海
の
幅
員
画
定
布
告
、
領
海
一
二
海
里
適
用
。

一
九
七
〇
年　
　

六
月　

タ
イ
湾
及
び
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
北
部
の
基
線
布
告
。

一
九
七
一
年　

一
二
月　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
タ
イ
、
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
北
部
・
ア
ン
ダ
マ
ン
海
協
定
調
印
。

　
　
　
　
　
　

一
二
月　

マ
レ
ー
シ
ア
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
タ
イ
、
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
北
部
大
陸
棚
画
定
協
定
調
印
。

一
九
七
三
年　
　

五
月　

タ
イ
湾
の
大
陸
棚
設
定
宣
言
。

一
九
七
五
年　

一
二
月　

タ
イ
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ア
ン
ダ
マ
ン
海
海
底
境
界
画
定
協
定
調
印
。

一
九
七
八
年　
　

六
月　

タ
イ
・
イ
ン
ド
、
ア
ン
ダ
マ
ン
海
領
海
画
定
協
定
調
印
。

　
　
　
　
　
　
　

六
月　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
タ
イ
・
イ
ン
ド
、
ア
ン
ダ
マ
ン
海
領
海
画
定
協
定
調
印
。

一
九
八
一
年　
　

二
月　

排
他
的
経
済
水
域
宣
言
。

六
三
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八
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（
1
） C

hi-kin L
o, C

h
in

a’s P
olicy tow

ard
s T

erritorial D
ispu

tes th
e C

ase of th
e S

ou
th

 C
h

in
a S

ea Islan
d

s, L
ondon/ N

ew
 Y
ork: 

R
outledge, 1989.

M
ark J. V

alencia, C
h

in
a an

d
 th

e S
ou

th
 C

h
in

a S
ea D

ispu
tes: C

on
fl ictin

g C
laim

s an
d

 P
oten

tial S
olu

tion
s in

 th
e S

ou
th

 

C
h

in
a S

ea, O
xford: O

xford U
. P
., 1995.

（
2
） 

李
金
明
「
南
海
〝
九
条
線
説
線
〞
及
相
関
問
題
研
究
」
中
国
辺
疆
史
地
研
究
、
二
〇
〇
一
年
第
二
期
、
二
〇
〇
一
年

賈
宇
「
南
海
〝
断
続
線
〞
的
法
律
地
域
」
中
国
辺
疆
史
地
研
究
、
第
一
五
巻
第
二
期
、
二
〇
〇
五
年
。

李
国
強
「
中
国
と
周
辺
国
家
の
海
上
国
境
問
題
」
境
界
研
究
、
第
一
号
、
二
〇
一
〇
年
。

（
3
） 

傳
琨
成
『
南
海
法
律
地
位
之
研
究
』
台
北
、
台
灣
一
二
三
資
訊
有
限
公
司
、
一
九
九
五
年
。

呂
一
燃
「
近
代
中
國
政
府
維
護
南
海
諸
島
主
權
的
貢
献
」、
國
立
中
央
圖
書
館
臺
灣
分
館
推
廣
輔
導
組
編
『
海
南
曁
南
海
學
術
研
討
論
文
集
』
台

北
、
國
立
中
央
圖
書
館
臺
灣
分
館
、
一
九
九
六
年
。

（
4
） 

佐
藤
考
一
「
中
国
と
「
辺
境
」

│
海
洋
国
境

│
南
シ
ナ
海
の
地
図
上
の
Ｕ
字
線
を
め
ぐ
る
問
題
」
境
界
研
究
、
第
一
号
、
二
〇
一
〇
年
。

（
5
） 

傳
崑
成
・
水
秉
和
編
『
中
國
與
中
國
海
問
題

│C
hina and S

outh C
hina sea issues

』
台
北
、
問
津
堂
、
二
〇
〇
七
年
。

兪
劍
鴻
・
林
重
甫
「
中
華
民
族
在
南
中
國
海

│
「
雙
贏
」
或
「
叁
贏
」
？
一
個
臺
灣
中
國
人
的
觀
點
」、
國
立
中
央
圖
書
館
臺
灣
分
館
推
廣
輔

導
組
編
『
海
南
曁
南
海
學
術
研
討
論
文
集
』
台
北
、
國
立
中
央
圖
書
館
臺
灣
分
館
、
一
九
九
六
年
。

（
6
） 

張
廷
廷
「
太
平
機
場
地
縁
戦
略
価
値
」
中
国
時
報
、
二
〇
〇
八
年
二
月
四
日
。

（
7
） Y

ann-H
uel S

ong, M
anaging P

otential C
onfl ics in the D

outh C
hina S

ea: Taiw
an’s P

erspective, S
ingapore: S

ingapore U
. P
., 

1999.宋
燕
輝
、
遠
藤
利
恵
訳
「
台
湾
の
南
シ
ナ
海
南
沙
諸
島
大
平
島
に
お
け
る
滑
走
路
建
設
を
め
ぐ
る
論
争
と
そ
の
政
策
的
合
意
」
問
題
と
研
究
、
第

三
七
巻
第
三
号
、
二
〇
〇
八
年
。

（
8
） John C

. M
arr, R

epu
blic of V

ietn
am

: L
egal an

d
 In

stitu
tion

al A
spects of F

ish
eries D

evelopm
en

t, M
anila: S

outh C
hina S

ea 

F
isheries D

evelopm
ent and C

oordinating P
rogram

m
e, 1974.
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四
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T
rau T

ruong T
huy ed., T

h
e S

ou
th

 C
h

in
a S

ea: C
ooperation

 for R
egion

al S
ecu

rity an
d

 D
evelopm

en
t, H
anoi: D

iplom
atic 

A
cadem

y of V
ietnam

, 2009.
（
9
） M

alaysia, Jabatanarah P
em
etaan N

egara, P
eta M

enunjukkan S
em
padan P

erairan dan P
elantar B

enua M
alaysia, K

uala 

L
um
pur: D

itterbitan oleh P
engarah, P

em
etaan N

egara, 1979.

（
10
） A

. S
asekum

ar, M
alaysia, M

anila: S
outh C

hina S
ea F

isheries D
evelopm

ent and C
oordinating P

rogram
m
e, 1980.

M
ark J. V

alencia, M
alaysia an

d
 th

e L
aw

 of th
e S

ea, K
uala L

um
pur: IS

IS
, 1992.

佐
藤
考
一
「
ス
プ
レ
ト
リ
ー
諸
島
問
題
と
マ
レ
ー
シ
ア
」
東
亜
、
一
九
九
九
年
二
月
号
。

（
11
） E

. D
. G
om
ez et al., P

h
ilippin

es, M
anila: S

outh C
hina S

ea F
isheries D

evelopm
ent and C

oordinating P
rogram

m
e, 1980.

A
ileen S

an P
ablo-B

aviera ed., T
h

e S
ou

th
 C

h
in

a S
ea D

ispu
tes: P

h
ilippin

e P
erspectives, Q

uezon C
ity: P

hilippine-C
hina 

D
evelopm

ent R
esource C

enter/ P
hilippine A

ssociation for C
hinese S

tudies, 1992.

U
lises G

ranados, “O
cean F

rontier E
xpansion and the K

alayaan Islands G
roups C

laim
: P
hilippines P

ostw
ar P

ragm
atism

 in 

the S
outh C

hina S
ea, ” In

tern
ation

al R
elation

s of th
e A

sia-P
acifi c, V

ol. 9 N
o. 2, 2009.

（
12
） A

prilani S
oegiarto, Indonesia, M

anila: S
outh C

hina S
ea F

isheries D
evelopm

ent and C
oordinating P

rogram
m
e, 1974.

R
izal S

ukm
a, “S

outh C
hina S

ea C
onfl ict: A

 C
hallenges to Indonesia ’s A

ctive F
oreign P

olicy, ” T
h

e In
d

on
esia Q

u
arterly, 

V
ol. 19 N

o. 4, 1991

R
izal S

ukm
a, “Indonesia and the S

outh C
hina S

ea: Interests and P
olitics, ” T

h
e In

d
on

esia Q
u

arterly, V
ol. 20 N

o. 4, 1992..

（
13
） E

van A
. L
aksm

ana, Jakarta E
yes S

outh C
hina S

ea, ” W
eb: T

h
e D

iplom
at,. 23, 2011

／「
南
シ
ナ
海
問
題
│
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
関
心
」

海
洋
安
全
保
障
情
報
、
二
〇
一
一
年
二
月
号
。
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政
経
研
究　

第
四
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
二
年
九
月
）

（
二
二
〇
）

三　

南
シ
ナ
海
の
管
轄
と
安
全
保
障

一
．
中
国
の
南
海
戦
略

中
国
は
、
一
九
九
二
年
二
月
領
海
及
び
接
続
水
域
法
を
制
定
し
て
、
南
海
諸
島
を
自
国
領
土
と
確
認
し
、
領
海
侵
犯
に
対
処
す
る
と
し

た
。
そ
の
規
定
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。

第
一
条　

中
華
人
民
共
和
国
の
領
海
に
対
す
る
主
権
及
び
接
続
水
域
に
対
す
る
管
轄
権
を
行
使
し
、
国
家
の
安
全
渡
海
洋
の
権
益
を
擁

護
す
る
た
め
、
本
法
を
制
定
す
る
。

第
二
条　

…
…
中
華
人
民
共
和
国
の
陸
地
領
土
は
、
中
華
人
民
共
和
国
大
陸
及
び
沿
岸
島
嶼
、
台
湾
、
及
び
釣
魚
島
を
含
む
、
そ
の
付

属
各
島
、
澎
湖
列
島
、
東
沙
群
島
、
西
沙
群
島
、
中
沙
群
島
、
南
沙
群
島
、
並
び
に
そ
の
他
い
っ
さ
い
の
中
華
人
民
共
和
国
に

付
属
す
る
島
嶼
を
含
む
。

　

そ
し
て
「
領
海
基
線
か
ら
陸
地
側
に
向
か
う
水
域
は
、
中
華
人
民
共
和
国
の
内
水
で
あ
る
」
と
規
定
さ
れ
、
第
三
条
で
、「
領
海
幅

は
、
領
海
の
基
線
か
ら
測
定
し
て
一
二
海
里
と
す
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
次
の
規
定
が
盛
ら
れ
た
。

第
七
条　

外
国
潜
水
艦
及
び
そ
の
他
潜
水
船
舶
が
中
華
人
民
共
和
国
の
領
海
を
通
過
す
る
際
は
、
海
面
上
尾
を
航
行
し
、
か
つ
そ
の
旗

を
掲
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
条　

外
国
船
舶
が
中
華
人
民
共
和
国
の
領
海
を
通
過
す
る
場
合
は
、
中
華
人
民
共
和
国
の
法
令
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
中
華

人
民
共
和
国
の
平
和
、
安
全
、
及
び
良
好
な
秩
序
を
犯
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
一
四
条　

中
華
人
民
共
和
国
の
関
係
主
管
機
関
は
、
外
国
船
舶
が
中
華
人
民
共
和
国
の
法
令
に
違
反
し
た
と
認
め
る
十
分
な
理
由
が

六
六



南
シ
ナ
海
の
安
全
保
障
と
戦
略
環
境
（
二
・
完
）（
浦
野
）

（
二
二
一
）

あ
る
と
き
は
、
当
該
外
国
船
舶
に
対
し
追
跡
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
領
海
法
の
公
布
・
施
行
で
、
同
九
二
年
の
非
公
式
協
議
で
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
は
中
国
に
対
し
、
そ
の
適
用
の
意
図
に
つ
き
糺
す

と
い
う
事
態
が
生
じ
た
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
は
中
国
に
極
め
て
強
い
不
信
感
を
み
せ
た
。
そ
の
結
果
、
武
力
の
不
行
使
と
沿
岸
国
の
自
制
、

航
行
の
安
全
を
謳
っ
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
南
シ
ナ
海
宣
言
が
成
立
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
中
国
は
、
南
海
諸
島
で
は
、
領
海
法
に
お
け
る
管
轄

権
の
行
使
を
限
定
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
一
九
九
六
年
五
月
国
連
海
洋
法
条
約
の
批
准
で
、
中
国
大
陸
か
ら
一
二
海
里
の
領
海
範
囲
、
特
に
西
沙
群
島
の
領
海
範
囲
の

適
用
を
明
確
に
し
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
中
国
南
海
諸
島
に
対
す
る
九
条
断
絶
線
説
が
提
起
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

そ
の
一
九
九
六
年
声
明
は
、「
中
華
人
民
共
和
国
は
海
洋
の
向
か
合
う
国
又
は
隣
接
し
た
沿
岸
国
と
の
協
議
を
通
じ
、
国
際
法
に
基
づ

く
公
平
な
原
則
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
海
洋
管
轄
権
の
範
囲
を
定
め
る
」
と
あ
っ
た
。
但
し
、
南
沙
群
島
及
び
中
沙
群
島
に
関
す
る
基
線

は
も
ら
れ
ず
、
西
沙
群
島
に
関
し
て
、
中
国
本
土
か
ら
独
立
し
た
集
団
と
し
て
、
北
西
端
の
北
礁
、
東
方
の
宣
徳
群
島
、
東
南
東
の
東
島
、

西
南
南
の
波
花
礁
、
西
南
西
の
中
建
島
を
結
ぶ
線
の
地
域
が
設
定
さ
れ
た
。
そ
の
群
島
理
論
の
適
用
は
、
ベ
ト
ナ
ム
も
フ
ィ
リ
ピ
ン
も
反

発
し
た
が
、
そ
の
中
国
の
基
線
適
用
は
実
効
的
支
配
を
確
認
し
て
い
た
。
そ
の
群
島
理
論
は
、
中
国
の
よ
う
な
大
陸
国
家
で
は
そ
の
適
用

が
妥
当
か
ど
う
か
の
議
論
も
提
起
さ
れ
た
（
1
）

。

こ
の
中
国
海
洋
戦
略
は
、
台
湾
戦
略
、
太
平
洋
戦
略
と
と
も
に
、
以
下
の
海
洋
戦
略
の
強
化
に
あ
る
。

①　

中
国
の
海
洋
に
お
け
る
管
理
空
間
の
強
化
・
拡
大
。

②　

東
シ
ナ
海
及
び
南
シ
ナ
海
に
お
け
る
領
有
権
の
主
張
と
支
配
拡
大
。

③　

シ
ー
レ
ー
ン
に
対
す
る
保
護
能
力
の
拡
大
。

六
七



政
経
研
究　

第
四
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
二
年
九
月
）

（
二
二
二
）

④　

大
国
と
し
て
の
海
洋
基
地
抑
止
力
の
貫
徹
強
化
。

一
九
九
四
年
五
月
に
南
沙
・
西
沙
諸
島
海
域
で
の
軍
事
展
開
が
始
ま
り
、
そ
し
て
二
〇
〇
六
年
以
降
、
核
戦
力
の
強
化
と
と
も
に
、
米

国
に
対
抗
し
て
、
南
海
艦
隊
が
中
国
の
支
配
す
る
南
沙
群
島
海
域
に
お
け
る
米
国
軍
事
測
量
船
を
追
跡
し
監
視
す
る
定
期
巡
航
を
遂
行
し

て
い
る
。

こ
れ
に
従
事
す
る
南
海
艦
隊
の
基
地
は
、
海
南
島
の
南
部
、
南
海
諸
島
に
面
し
た
三
亜
で
、
亜
龍
湾
東
岸
に
あ
る
。
そ
の
一
帯
は
、
軍

事
管
理
地
域
で
、
潜
水
艦
の
出
入
り
が
激
し
い
。
二
〇
一
一
年
一
二
月
一
三
日
解
放
軍
報
に
南
海
艦
隊
の
潜
水
艦
部
隊
の
訓
練
記
事
が
初

め
て
掲
載
さ
れ
、
魚
雷
発
射
訓
練
の
成
功
が
報
じ
ら
れ
た
。
射
程
距
離
八
、〇
〇
〇
キ
ロ
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
搭
載
の
「
普
」
型
原
子
力
潜

水
艦
巨
浪
二
が
五
隻
、
配
備
さ
れ
て
い
る
（
1
）

。
南
海
に
面
す
る
山
頂
に
は
、
レ
ー
ダ
ー
基
地
が
あ
る
（
2
）

。

二
〇
一
一
年
一
二
月
中
国
共
産
党
中
央
軍
事
委
員
会
が
起
草
し
た
内
部
資
料
、
南
シ
ナ
海
戦
略
の
要
点
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
段
階　
「
絶
対
安
全
水
域
」
と
し
て
の
シ
ー
レ
ー
ン
確
保
。

第
二
段
階　

石
油
・
天
然
ガ
ス
の
開
発
。

第
三
段
階　

米
軍
の
影
響
力
排
除
と
南
海
の
聖
域
化
。

要
す
る
に
、
中
国
の
意
図
は
、
南
シ
ナ
海
の
内
海
化
で
あ
り
、
そ
の
認
識
は
、
東
シ
ナ
海
の
第
一
列
島
線
に
お
け
る
東
海
艦
隊
の
支
配

確
立
と
連
関
し
て
い
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
歴
史
的
に
中
国
固
有
の
海
域
を
回
復
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
崔
天
凱
中
国
外
交
部
副
部

長
が
二
〇
一
〇
年
七
月
、「
一
三
〇
万
平
方
海
里
の
海
の
領
有
権
は
チ
ベ
ッ
ト
、
台
湾
と
同
じ
く
、
北
京
に
属
す
る
」
と
発
言
し
た
と
ワ

シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
が
報
じ
た
記
事
を
引
用
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
防
大
学
教
授
カ
ー
ラ
イ
ル
・
セ
イ
ヤ
ー
は
、
南
シ
ナ
海
分
析
で
、

「
海
南
島
と
周
辺
地
域
は
中
国
の
核
心
利
益
で
あ
る
」
と
断
定
し
た
（
3
）

。

六
八



南
シ
ナ
海
の
安
全
保
障
と
戦
略
環
境
（
二
・
完
）（
浦
野
）

（
二
二
三
）

中
国
海
軍
は
、
以
下
の
三
段
階
を
経
て
、
外
洋
に
海
軍
艦
艇
を
展
開
で
き
る
ま
で
に
い
た
っ
て
い
る
が
、
南
海
海
域
で
は
、
一
九
八
七

年
以
降
、
著
し
い
（
4
）

。

第
一
段
階　

一
九
五
〇
年
代
〜
一
九
六
〇
年
代　

海
軍
の
創
設
、
沿
岸
防
衛
。

第
二
段
階　

一
九
七
〇
年
代
〜
一
九
八
〇
年
代　

近
海
防
衛
。

第
三
段
階　

一
九
九
〇
年
代
〜
現
在　

外
洋
行
動
展
開
。

そ
の
南
海
に
お
け
る
主
要
な
軍
事
演
習
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

一
九
八
七
年　
　

五
月
〜
六
月　

南
沙
群
島
海
域
で
軍
事
演
習
。

一
九
八
八
年　
　

八
月　

南
沙
群
島
海
域
で
軍
事
演
習
。

一
九
九
〇
年　

一
〇
月　

中
国
、
西
沙
群
島
海
域
で
軍
事
演
習
。

一
九
九
四
年　
　

五
月　

中
国
、
南
沙
・
西
沙
群
島
海
域
で
軍
事
展
開
。

二
〇
〇
一
年　
　

四
月　

中
国
海
南
島
上
空
で
米
軍
偵
察
機
と
中
国
軍
戦
闘
機
の
接
触
事
件
。

二
〇
〇
六
年　
　
　
　
　

南
海
艦
隊
の
南
沙
群
島
定
期
巡
航
。

二
〇
一
一
年　
　

六
月　

南
海
で
最
大
級
の
軍
事
演
習
、
広
州
高
蘭
港
か
ら
海
巡
三
一
隻
参
加
。

中
国
の
南
海
諸
島
政
策
文
件
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

一
九
九
二
年　
　

二
月　

領
海
法
。

一
九
九
六
年　
　

五
月　

 

西
沙
群
島
な
ど
で
領
海
基
線
適
用
実
施
、
外
国
船
に
よ
る
海
洋
の
科
学
的
な
調
査
管
理
に
関
す
る
中
華
人
民

共
和
国
規
則
。

六
九



政
経
研
究　

第
四
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
二
年
九
月
）

（
二
二
四
）

二
〇
〇
二
年　
　

五
月　

南
海
地
域
に
漁
業
禁
止
地
域
設
定
。

二
〇
一
一
年　
　

六
月　

南
沙
群
島
の
石
油
探
査
活
動
の
中
止
警
告
。

二
〇
一
一
年　

一
二
月　

中
国
共
産
党
中
央
軍
事
委
員
会
、
南
シ
ナ
海
戦
略
作
成
。

二
〇
一
二
年　
　

六
月　

南
海
の
海
南
省
管
轄
解
除
、
三
沙
市
の
管
轄
と
決
定
、
政
府
庁
舎
は
永
興
島
に
設
置
。

二
〇
一
二
年
六
月
の
決
定
は
、
自
国
領
土
と
し
て
自
治
体
を
設
立
し
、
そ
の
統
治
を
明
確
化
し
た
意
義
が
あ
る
。

二
．
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
・
中
国
交
渉
／
ベ
ト
ナ
ム
・
中
国
交
渉

南
シ
ナ
海
を
内
海
と
す
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
主
導
で
、
一
九
九
〇
年
以
降
、
南
シ
ナ
海
の
潜
在
的
紛
争
の
管
理

に
関
す
る
関
係
国
非
公
式
協
議
に
取
り
組
み
、
中
国
と
の
あ
い
だ
で
の
協
議
を
追
求
し
て
き
た
。
そ
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
方
策
は
、
ド
ー

ナ
ル
・
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
に
よ
る
非
軍
事
化
に
あ
っ
た
。
こ
の
会
議
を
通
じ
て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
共
通
理
解
と
共
同
行
動
の
基
礎
が
確

立
さ
れ
た
意
義
は
大
き
か
っ
た
。
か
く
て
、
一
九
九
二
年
七
月
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
南
シ
ナ
海
宣
言
が
採
択
さ
れ
て
、
か
く
て
信
頼
醸
成
の
促
進

が
確
認
さ
れ
、
中
国
と
の
あ
い
だ
で
二
〇
〇
二
年
一
一
月
中
国
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
南
シ
ナ
海
各
行
動
宣
言
が
調
印
さ
れ
た
。

一
九
七
二
年
南
シ
ナ
海
宣
言
は
、
要
旨
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。

1
．
領
海
・
主
権
・
領
有
権
問
題
を
平
和
的
手
段
に
よ
っ
て
解
決
す
る
。

2
．
す
べ
て
の
当
事
国
は
自
制
す
る
。

3
．
直
接
関
係
国
は
、
海
洋
の
航
行
・
通
信
の
安
全
・
そ
の
他
の
協
力
の
可
能
性
を
追
求
す
る
。

4
．
南
海
の
管
理
取
決
め
に
当
た
っ
て
は
、
東
南
ア
ジ
ア
条
約
協
力
条
約
の
精
神
を
適
用
す
る
。

5
．
す
べ
て
の
当
事
国
は
、
こ
の
宣
言
に
盛
り
込
ま
れ
た
精
神
に
賛
同
す
る
。

七
〇



南
シ
ナ
海
の
安
全
保
障
と
戦
略
環
境
（
二
・
完
）（
浦
野
）

（
二
二
五
）

二
〇
〇
二
年
各
行
動
宣
言
は
、
以
下
の
原
則
に
あ
っ
た
。

│
国
際
法
の
原
則
を
確
言
す
る
。

│
各
関
係
当
事
国
は
、
信
頼
醸
成
の
方
途
を
と
る
。

│
南
シ
ナ
海
で
の
い
っ
さ
い
の
航
行
の
自
由
を
尊
重
す
る
。

│
平
和
的
な
司
法
的
紛
争
解
決
に
着
手
す
る
。

│
究
極
的
な
平
和
的
な
司
法
的
紛
争
解
決
に
先
立
ち
、
人
道
的
扱
い
の
確
保
、
航
海
の
安
全
な
ど
を
図
る
。

い
よ
い
よ
、
局
面
は
、
当
事
国
間
の
交
渉
と
い
う
実
務
へ
と
移
っ
た
。
資
源
共
同
調
査
に
、
中
国
は
同
意
し
た
。

さ
ら
に
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
、
二
〇
〇
一
年
の
九
・
一
一
同
時
多
発
テ
ロ
で
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
対
抗
す
る
た
め
の
共
同
行
動
を
と
っ
た
。

そ
の
経
過
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。

一
九
九
〇
年　
　

一
月　

 

南
シ
ナ
海
の
潜
在
的
紛
争
の
管
理
に
関
係
国
非
公
式
協
議
開
催
、
一
九
九
五
年
一
〇
月
第
六
回
会
議
ま
で
開
催
。

　
　
　
　
　
　
　

八
月　

 

李
鴻
中
国
総
理
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
に
対
し
南
海
諸
島
の
領
有
権
棚
上
げ
を
提
唱
、
ベ
ト

ナ
ム
、
歓
迎
。

一
九
九
二
年　
　

六
月　

 

バ
レ
ン
シ
ア
、
南
シ
ナ
海
の
潜
在
的
紛
争
の
管
理
に
関
係
国
非
公
式
協
議
で
ス
プ
ラ
ト
リ
ー
条
約
（
草
案
）

提
出
。

　
　
　
　
　
　
　

七
月　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
南
シ
ナ
海
宣
言
。

二
〇
〇
二
年　

一
一
月　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会
議
、
中
国
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
南
シ
ナ
海
各
行
動
宣
言
調
印
。

二
〇
〇
四
年　
　

九
月　

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
中
国
、
南
海
の
石
油
・
天
然
ガ
ス
共
同
調
査
で
合
意
。

七
一



政
経
研
究　

第
四
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
二
年
九
月
）

（
二
二
六
）

二
〇
〇
六
年　
　

三
月　

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
中
国
・
ベ
ト
ナ
ム
、
南
沙
群
島
周
辺
地
域
の
石
油
・
天
然
ガ
ス
共
同
調
査
で
合
意
。

二
〇
〇
九
年　
　

三
月　

米
海
軍
海
洋
調
査
船
事
件
。

関
係
当
事
国
ベ
ト
ナ
ム
は
、
中
国
の
干
渉
を
い
か
に
排
除
す
る
か
を
課
題
と
し
、
資
源
開
発
と
海
洋
防
衛
を
強
化
し
て
き
た
が
、
中

国
と
し
て
も
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
枠
組
み
に
お
け
る
ベ
ト
ナ
ム
の
存
在
は
無
視
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
中
国
・
ベ
ト
ナ
ム
交
渉
は
、
一
九
九
二

年
始
ま
り
、
そ
の
交
渉
で
、
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
ト
ン
キ
ン
（
東
京
）
湾
排
他
的
経
済
水
域
・
大
陸
棚
画
定
協
定
が
成
立
し
、
同
協
定

は
二
〇
〇
四
年
六
月
批
准
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
衡
平
の
分
割
と
共
同
開
発
の
海
洋
秩
序
の
先
例
が
成
立
し
た
こ
と
で
、
二
〇
一
一
年

一
〇
月
中
国
と
ベ
ト
ナ
ム
は
、
海
洋
に
お
け
る
紛
争
解
決
に
関
す
る
基
本
原
則
協
定
に
調
印
し
、
境
界
画
定
交
渉
の
た
め
政
府
レ
ベ
ル

で
年
二
回
の
定
期
協
議
、
及
び
特
別
協
議
の
開
催
に
つ
き
、
合
意
し
た
。

但
し
、
こ
の
二
〇
〇
〇
年
協
定
は
、
中
間
線
の
設
定
で
、
ベ
ト
ナ
ム
が
大
き
く
妥
協
し
て
い
た
。
と
い
う
の
は
、
ト
ン
キ
ン
湾
（
北
部

湾
）
で
は
、
海
南
島
寄
り
近
く
に
海
溝
が
存
在
し
て
い
る
か
ら
で
、
中
国
は
ベ
ト
ナ
ム
大
陸
棚
に
大
き
く
進
出
し
た
形
と
な
り
、
国
際
判

例
に
照
ら
し
て
妥
当
で
な
い
と
の
見
解
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
大
陸
棚
に
あ
る
ト
ン
キ
ン
湾
（
北
部
湾
）
は

「
中
国
の
海
」
だ
と
い
う
説
が
成
立
し
た
こ
と
に
な
っ
た
。

同
協
定
第
一
条
第
二
項
は
、
以
下
の
通
り
、
規
定
し
て
い
る
。

「
こ
の
協
定
の
下
で
、
北
部
湾
は
、
東
は
中
国
雷
州
半
島
及
び
海
南
島
海
岸
よ
り
、
西
は
ベ
ト
ナ
ム
大
陸
海
岸
に
よ
り
、
南
は
中
国
海

南
島
莺
歌
嘴
の
最
突
出
点
、
北
緯
一
八
度
三
〇
分
一
九
秒
、
東
経
一
〇
八
度
四
一
分
七
秒
に
接
し
、
北
緯
一
六
度
五
七
分
四
〇
秒
、
東

経
一
〇
七
度
〇
八
分
四
二
秒
の
地
理
座
標
に
定
め
る
ベ
ト
ナ
ム
海
岸
の
昏
果
島
を
横
断
す
る
半
閉
鎖
湾
で
あ
る
。」

続
い
て
、
第
二
条
で
二
一
点
の
座
標
を
設
定
し
て
分
割
を
画
定
し
、
以
下
の
通
り
、
規
定
し
た
。
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図 6　トンキン湾に対する中国とベトナムの要求

（出所） 　Victor Prescott &Clive Schofi eld, The Maritime Political Boundaries 
of the World, Leiden/ Boston: Marrtinus Nijhoff  Publisher, 2005, p. 593.

（注） 　Ａ－Ａは2000年協定の配分線、Ｂ－Ｂはトンキン湾の中間線、縦線は
1887年条約の東経108度03分18秒線。

第
六
条　

両
締
約
国
は
、
こ
の
協
定
に
定
め
る
通
り
北

部
湾
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
土
、
排
他
的

経
済
地
帯
、
及
び
大
陸
棚
に
対
す
る
主
権
、
主

権
的
権
利
、
及
び
相
互
の
管
轄
権
を
代
表
す
る

も
の
と
す
る
。

第
七
条　

こ
の
協
定
の
第
二
条
に
定
め
る
画
定
線
を
越

え
た
、
い
か
な
る
石
油
又
は
天
然
ガ
ス
の
単
一

地
質
構
造
又
は
い
か
な
る
性
状
の
処
理
も
、
両

締
約
国
は
、
構
造
、
分
野
、
又
は
処
理
に
お
い

て
最
上
に
有
効
と
さ
れ
る
開
発
と
並
ん
で
、
か

か
る
開
発
か
ら
生
じ
る
利
益
の
公
平
な
分
配
が

な
さ
れ
る
方
法
で
、
友
好
的
な
協
議
を
通
じ
て

合
意
に
達
す
る
も
の
と
す
る
。

第
八
条　

両
締
約
国
は
、
北
部
湾
の
生
命
体
資
源
の
適

切
な
利
用
及
び
適
切
な
開
発
に
関
し
て
、
そ
し

て
北
部
湾
の
両
国
の
排
他
的
経
済
地
帯
に
お
け

る
生
命
体
資
源
の
保
存
、
運
営
、
及
び
利
用
に

七
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図 7  　2000年トンキン湾排他的経済水域・大陸棚画定中国・ベトナム協定のト
ンキン湾分割

（出所） 　Law of the Sea Information Circular, Losic No, 21, New York: 
Division for Ocean Aff airs and the Law of the Sea Offi  ce of Legal Aff airs, 
United Nations, April 2005,
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関
す
る
協
力
活
動
に
関
し
て
、
協
議
を
進
め
る
も
の
と
す
る
。

以
後
、
新
し
い
局
面
は
移
っ
た
。

二
〇
〇
四
年　
　

四
月　

ベ
ト
ナ
ム
、
チ
ョ
オ
ン
サ
観
光
ツ
ア
ー
実
施
。

二
〇
〇
五
年　
　

七
月　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
中
国
、
南
シ
ナ
海
紛
争
解
決
に
向
け
た
作
業
部
会
設
置
合
意
。

二
〇
〇
六
年　

一
〇
月　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
・
中
国
首
脳
会
議
、
二
〇
〇
二
年
中
国
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
南
シ
ナ
海
各
行
動
宣
言
の
履
行
合
意
。

二
〇
〇
七
年　
　

七
月　

南
沙
群
島
で
中
国
艦
艇
と
ベ
ト
ナ
ム
漁
船
銃
撃
事
件
、
両
国
、
北
京
で
協
議
。

二
〇
〇
八
年　
　

一
月　

ト
ン
キ
ン
湾
で
操
業
中
の
中
国
漁
船
に
対
す
る
ベ
ト
ナ
ム
漁
船
発
砲
事
件
。

二
〇
一
一
年　

一
〇
月　

中
国
・
ベ
ト
ナ
ム
、
海
洋
に
お
け
る
紛
争
解
決
の
基
本
原
則
協
定
調
印
。

二
〇
〇
四
年
四
月
実
施
の
観
光
ツ
ア
ー
は
非
軍
事
化
に
よ
る
支
配
確
認
の
示
威
で
あ
っ
た
が
、
関
係
国
に
よ
る
支
配
の
恒
久
化
方
策
と

み
た
厳
し
い
非
難
か
ら
、
直
ぐ
に
も
中
止
さ
れ
た
。

二
〇
一
一
年
七
月
中
国
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
、
行
動
宣
言
の
履
行
に
関
す
る
指
針
に
合
意
し
た
。
中
国
代
表
は
、
対
話
の
継
続
と
協
力
の

強
化
の
た
め
の
好
ま
し
い
出
発
と
な
っ
た
と
総
括
し
た
。
そ
の
指
針
は
、
⑴
行
動
宣
言
調
印
国
は
対
話
と
協
議
を
継
続
す
る
、
⑵
行
動
宣

言
に
規
定
さ
れ
た
活
動
又
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
確
認
す
る
、
⑶
活
動
又
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
は
自
由
意
思
と
す
る
、
を
骨
子
と
し

て
い
た
。

そ
し
て
同
一
一
年
一
〇
月
成
立
し
た
基
本
原
則
六
項
目
は
、
以
下
の
通
り
で
、
そ
の
発
想
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
マ
レ
ー
シ
ア
の
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
原
則
に
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
南
シ
ナ
海
を
ベ
ト
ナ
ム
語
の
東
海
と
い
う
用
語
を
使
用
し
て
い
る
。

1
．
東
海
は
「
平
和
・
友
好
・
協
力
の
海
」
と
す
る
。

七
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2
．
国
際
法
に
従
う
、
長
期
的
な
解
決
を
目
指
す
。

3
．
交
渉
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
各
行
動
宣
言
に
従
う
。

4
．
ま
ず
過
渡
的
か
つ
暫
定
的
な
措
置
の
協
議
に
入
る
。

5
．
ト
ン
キ
ン
湾
の
境
界
協
定
を
加
速
化
し
、
海
洋
科
学
調
査
を
促
進
す
る
。

6
．
年
二
回
の
定
期
会
談
、
必
要
な
ら
ば
特
別
会
談
を
開
催
す
る
。

但
し
、
そ
の
展
望
は
、
現
実
の
支
配
進
行
と
と
も
に
極
め
て
難
し
い
。
も
っ
と
も
、
大
規
模
な
戦
闘
を
も
っ
て
現
状
が
変
更
す
る
意
図

も
方
策
展
望
も
、
中
国
の
選
択
に
は
な
い
（
5
）

。

二
〇
一
二
年
六
月
中
国
に
対
抗
し
て
米
国
に
接
近
し
て
き
た
ベ
ト
ナ
ム
は
、
ス
プ
ラ
ト
リ
ー
群
島
と
パ
ラ
セ
ル
群
島
の
領
有
権
を
定
め

た
海
洋
法
を
制
定
し
た
。
こ
れ
は
中
国
の
三
沙
市
設
立
に
対
抗
し
た
も
の
で
、
大
陸
棚
・
排
他
的
経
済
水
域
を
新
た
に
規
定
し
て
お
り
、

二
〇
一
三
年
一
月
の
施
行
で
そ
の
主
権
と
管
轄
を
明
記
し
、
新
し
い
事
態
に
対
処
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
、
中
国
は
、
軍
事
拠
点

の
確
立
に
入
る
こ
と
に
な
る
。

三
．
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
南
シ
ナ
海
領
海
と
安
全
保
障

フ
ィ
リ
ピ
ン
は
一
九
八
九
年
三
月
南
シ
ナ
海
決
議
で
、
交
渉
に
よ
る
解
決
へ
と
方
向
を
転
換
し
た
。

こ
の
た
め
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
首
脳
は
、
た
び
た
び
中
国
を
訪
問
し
、
外
交
交
渉
を
重
ね
て
き
た
が
、
一
九
九
五
年
二
月
中
国
は
カ
ラ
ヤ
ー

ン
島
ミ
ス
チ
ー
フ
礁
（
美
済
礁
）
に
軍
事
施
設
を
建
設
し
た
。
そ
し
て
八
月
中
国
と
の
間
で
、
八
項
目
の
行
動
基
準
の
原
則
に
合
意
し
た
。

そ
の
要
点
は
、
以
下
に
あ
っ
た
。

│
国
際
法
の
原
則
に
よ
り
双
方
の
紛
争
を
解
決
す
る
こ
と
に
合
意
す
る
。
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│
海
洋
資
源
の
保
護
、
航
行
の
安
全
な
ど
に
つ
き
、
協
力
の
推
進
に
合
意
す
る
。

│
紛
争
は
直
接
の
関
係
国
に
よ
っ
て
解
決
し
、
南
海
の
自
由
航
行
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
。

そ
れ
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
地
域
協
力
の
枠
組
み
に
よ
ら
ず
、
当
事
者
解
決
の
立
場
を
と
り
、
権
益
の
維
持
と
防
衛
能
力
の
強
化
に
あ
っ

た
。
い
い
か
え
れ
ば
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
よ
る
非
公
式
協
議
が
続
い
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
政
策
は
、
同
年

二
月
ミ
ス
チ
ー
フ
礁
事
件
と
一
九
九
五
年
三
月
二
国
間
実
務
交
渉
で
の
決
裂
も
あ
っ
て
、
対
話
か
ら
対
決
へ
の
政
策
転
換
に
あ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
一
方
で
、
中
国
は
、
一
九
九
八
年
一
一
月
美
済
礁
で
の
工
事
建
設
が
確
認
さ
れ
る
一
方
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
二
〇
〇
五
年
以
降
、

中
国
艦
艇
の
巡
航
拡
大
に
対
応
し
て
防
衛
の
強
化
に
転
化
し
た
。
そ
し
て
、
同
〇
七
年
に
海
洋
安
全
保
障
の
た
めT

he C
om
m
ission on 

M
aritim

e and O
cean A

ff airs
を
創
設
し
た
、
さ
ら
に
、
二
〇
一
一
年
九
月
こ
れ
に
代
え
、
海
域
防
衛
の
た
め
の
新
機
構
、N

ational 

C
oast W

atch S
ystem

を
創
設
し
た
。
そ
し
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
南
シ
ナ
海
を
西
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
改
称
し
た
。

こ
の
た
め
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
安
全
保
障
上
、
米
国
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
受
け
入
れ
て
き
て
い
る
と
い
う
の
が
、
現
在
の
立
場
で
あ
る
。

そ
の
経
過
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

一
九
八
七
年　
　

一
月　

中
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
対
し
南
海
主
権
放
棄
を
要
求
。

一
九
八
九
年　
　

三
月　

フ
ィ
リ
ピ
ン
下
院
、
南
シ
ナ
海
平
和
解
決
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
決
議
採
択
。

一
九
九
〇
年　

一
一
月　

カ
ラ
ヤ
ー
ン
群
島
、
防
空
演
習
。

一
九
九
三
年　
　

四
月　

中
国
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
首
脳
交
渉
、
双
方
は
南
海
問
題
で
対
立
。

一
九
九
五
年　
　

八
月　

中
国
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
八
項
目
行
動
基
準
の
原
則
の
共
同
声
明
。

一
九
九
七
年　
　

四
月　

中
沙
群
島
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
五
星
紅
旗
引
下
ろ
し
事
件
。

七
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一
九
九
九
年　
　

七
月　

南
沙
群
島
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
中
国
漁
船
発
砲
事
件
。

二
〇
〇
〇
年　
　

五
月　

エ
ス
ト
ラ
ダ
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
統
領
、
中
国
訪
問
、
南
海
問
題
の
平
和
解
決
で
合
意
。

二
〇
〇
一
年　
　

一
月　

中
国
漁
船
の
侵
犯
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
発
砲
事
件
。

　
　
　
　
　
　
　

二
月
〜
七
月　

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
米
国
合
同
軍
事
演
習
。

二
〇
〇
四
年　
　

二
月
〜
三
月　

パ
ラ
ワ
ン
沖
で
の
初
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
米
国
合
同
軍
事
演
習
。

二
〇
〇
七
年　
　
　
　
　

フ
ィ
リ
ピ
ン
海
洋
安
全
保
障
を
強
化
。

二
〇
〇
九
年　
　

三
月　

領
海
基
線
法
制
定
。

二
〇
一
〇
年　
　

三
月　

中
国
、
米
国
に
対
し
南
海
諸
島
の
「
核
心
利
益
」
を
公
式
通
告
。

二
〇
一
一
年　
　

二
月
〜
五
月　

中
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
支
配
の
島
嶼
で
調
査
活
動
、
杭
の
設
置
。

　
　
　
　
　
　
　

七
月　

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
南
シ
ナ
海
問
題
の
国
際
海
洋
法
裁
判
所
提
訴
を
提
案
、
中
国
は
拒
否
。

　
　
　
　
　
　
　

八
月　

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
南
シ
ナ
海
を
西
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
と
改
称
。

　
　
　
　
　
　
　

八
月
〜
九
月　

フ
ィ
リ
ピ
ン
大
統
領
ア
キ
ノ
三
世
、
訪
中
、
海
洋
を
め
ぐ
る
紛
争
の
平
和
解
決
を
確
認
。

　
　
　
　
　
　
　

九
月　

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
南
シ
ナ
海
ガ
ス
田
防
衛
の
強
化
。

　
　
　
　
　
　
　

九
月　

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
国
家
沿
岸
防
衛
機
構
創
設
。

二
〇
一
一
年
八
月
ヘ
リ
テ
ー
ジ
財
団
の
調
書
「
海
洋
防
衛
の
大
義
に
お
け
る
米
国
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
は
、
米
国

は
、
南
シ
ナ
海
に
お
け
る
中
国
の
行
動
を
視
野
に
入
れ
た
海
洋
防
衛
を
二
〇
〇
五
年
以
降
、
進
め
て
お
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
南
部
に
米
軍
が

使
用
可
能
な
前
進
拠
点
を
維
持
し
、
米
海
軍
と
空
軍
は
、
パ
ラ
ワ
ン
島
フ
ィ
リ
ピ
ン
空
軍
基
地
の
使
用
を
も
認
め
た
、
述
べ
て
い
る
（
6
）

。
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図 8　フィリピンの拡大された領海

（出所） 　Josef R. Morgan & Mark J. Valencia eds., Atlas for Marine Policy in 
Southeast Asian Seas, Honolulu: East-West Environment and Policy 
Institute/ Berkley: Univ. of California Press, 1983, p.50.
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第
四
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
二
年
九
月
）

（
二
三
四
）

フ
ィ
リ
ピ
ン
平
和
研
究
所
ロ
ン
メ
ル
・
バ
ラ
ン
オ
イ
教
授
は
、
二
〇
一
一
年
六
月
二
四
日
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ス
タ
ー
の
論
説
「
ス
プ
ラ
ト

リ
ー
に
お
け
る
冷
戦
の
顕
在
化
」
で
、
南
沙
群
島
を
め
ぐ
っ
て
米
中
間
に
冷
戦
が
顕
在
化
し
つ
つ
あ
り
、
そ
の
端
緒
は
二
〇
〇
九
年
三
月

米
調
査
船
イ
ン
ペ
カ
ッ
プ
ル
号
妨
害
事
件
で
あ
っ
た
。
米
国
は
航
行
の
自
由
な
ど
南
シ
ナ
海
に
お
け
る
国
益
を
明
確
化
し
て
お
り
、
一
方
、

中
国
は
南
シ
ナ
海
を
チ
べ
ッ
ト
と
並
ぶ
核
心
利
益
と
位
置
づ
け
て
お
り
、
米
国
は
、
域
内
の
同
盟
国
に
対
す
る
軍
事
支
援
を
保
障
し
な
が

ら
、
紛
争
の
平
和
解
決
に
関
与
し
て
い
く
、
と
論
じ
た
。
そ
し
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
米
国
の
同
盟
国
と
し
て
、
米
国
の
側
に
立
つ
こ
と

は
自
明
で
、
米
中
冷
戦
が
ピ
ー
ク
に
達
し
た
と
き
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
代
理
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
覚
悟
が
あ
る
の
か
、
と
も
問
い
か
け
た
（
7
）

。

同
年
七
月
一
日
カ
ナ
ダ
・
ア
ル
バ
ー
タ
大
学
中
国
研
究
所
の
ノ
ン
・
ホ
ン
ト
ウ
ェ
ン
タ
ン
・
ジ
ア
ン
は
、
論
説
「
南
シ
ナ
海
へ
の
米
国

関
与
の
中
国
パ
ー
セ
プ
シ
ョ
ン
」
で
、
核
心
利
益
（core interest

）、
航
行
の
自
由
、
及
び
南
シ
ナ
海
問
題
解
決
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
双
方
の
間
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ギ
ャ
ッ
プ
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
と
指
摘
し
た
。
そ
の
論
点
は
、
以
下
に
あ
る
（
8
）

。

「
核
心
利
益
」

│
こ
の
用
語
は
中
国
人
は
使
用
し
て
い
な
い
と
し
つ
つ
、「
平
和
的
解
決
が
中
国
の
核
心
利
益
と
す
る
」
中
国
の
公

式
的
立
場
を
、
米
国
や
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
が
曲
解
し
た
と
い
い
、
こ
れ
に
対
応
す
る
米
国
の
対
応
は
「
領
有
権
問
題
の
解
決
は
米
国
の

国
益
で
あ
る
」（
二
〇
一
〇
年
七
月
二
三
日
ク
リ
ン
ト
ン
米
国
務
長
官
の
ハ
ノ
イ
発
言
）
で
あ
る
。

「
航
行
の
自
由
」

│
中
国
は
、「
南
シ
ナ
海
に
お
け
る
航
行
の
自
由
」
を
米
国
の
「
国
益
」
と
し
た
ク
リ
ン
ト
ン
に
反
発
し
、
米
国

が
航
行
の
自
由
は
米
国
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
で
あ
っ
て
、
軍
事
的
優
位
と
政
治
的
影
響
力
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
み
て
い
る
。
中
国
の
排
他
的

経
済
地
帯
に
お
け
る
米
調
査
船
妨
害
事
件
が
そ
れ
を
証
明
し
て
い
る
と
い
う
解
釈
が
そ
れ
で
あ
る
。

「
南
シ
ナ
海
問
題
解
決
メ
カ
ニ
ズ
ム
」

│
中
国
は
、
米
国
の
南
シ
ナ
海
問
題
へ
の
関
与
に
懸
念
を
示
し
て
お
り
、
問
題
の
国
際
化

に
反
対
し
て
き
た
。
中
国
は
、
そ
の
国
際
化
は
国
際
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
法
規
で
自
ら
の
規
制
を
縛
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
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中
国
と
し
て
は
、
そ
れ
を
拒
否
す
る
と
す
る
立
場
に
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
米
国
は
、
国
際
化
に
対
す
る
中
国
の
反
対
は
、
国
際
的
な

海
洋
問
題
を
非
国
際
化
す
る
試
み
に
等
し
い
、
と
解
し
て
い
る
。

こ
こ
に
、
南
シ
ナ
海
問
題
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
内
在
し
て
お
り
、
米
国
の
圧
力
論
議
が
展
開
さ
れ
る
一
方
、
主
題
は
そ
の
解
決
を
失
っ
て
し

ま
う
と
い
う
危
機
が
生
じ
て
し
ま
っ
て
い
な
い
か
、
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。

四
．
南
シ
ナ
海
に
お
け
る
米
国
の
立
場

最
後
に
、
南
シ
ナ
海
問
題
に
対
す
る
米
国
の
立
場
に
つ
い
て
、
要
約
し
て
お
く
。

米
国
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
通
じ
ベ
ト
ナ
ム
本
土
か
ら
一
〇
〇
海
里
を
作
戦
区
域
と
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
パ
ラ
セ
ル
群
島
の
領
空
侵

犯
を
日
常
化
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
以
後
は
、
原
則
と
し
て
、
米
国
は
南
海
問
題
に
介
入
し
て
い
な
い
。
一
九
九
五
年
五
月
の
国
務
省
声

明
で
、「
南
シ
ナ
海
の
さ
ま
ざ
ま
島
嶼
・
岩
礁
・
珊
瑚
礁
・
岩
礁
を
め
ぐ
り
対
立
す
る
主
権
要
求
に
対
し
て
は
、
法
的
価
値
の
立
場
に
な

い
」
と
し
て
い
た
。
そ
こ
で
の
米
国
の
期
待
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
南
シ
ナ
海
宣
言
及
び
各
行
動
宣
言
で
活
か
さ
れ
た
。
但
し
、
一
九
五
七

年
五
月
以
降
、
台
湾
の
同
意
で
、
米
国
は
南
沙
群
島
に
レ
ー
ダ
ー
施
設
を
維
持
し
て
き
て
い
る
。

二
〇
〇
〇
年
九
月
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
米
国
の
両
海
軍
は
合
同
軍
事
演
習
を
実
施
し
た
。
こ
れ
は
一
九
九
五
年
以
来
、
毎
年
、
限
定
的
に

実
施
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
同
年
の
協
定
で
米
艦
船
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
寄
港
が
可
能
と
な
り
、
米
軍
の
南
シ
ナ
海
域
で
の
補
給
が
開
始
さ
れ
、

二
〇
〇
一
年
三
月
米
空
母
キ
テ
ィ
ヒ
ー
ク
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
チ
ャ
ン
ギ
海
軍
基
地
に
初
寄
港
し
た
。
な
お
、
米
国
の
偵
察
行
動
は
、

二
〇
〇
一
年
四
月
海
南
島
事
件
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
続
い
た
。

そ
こ
で
の
米
国
の
基
本
的
立
場
は
、
航
行
の
自
由
の
主
張
に
あ
っ
て
、
南
海
の
領
有
権
紛
争
は
第
三
者
の
立
場
に
あ
っ
た
が
、
中
国
の

軍
事
行
動
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
警
戒
を
深
め
る
よ
う
に
な
り
、
航
行
の
自
由
の
原
則
を
も
っ
て
、
国
際
社
会
で
中
国
を
牽
制
す
る
行
動

八
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四
十
九
巻
第
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号
（
二
〇
一
二
年
九
月
）

（
二
三
六
）

を
と
っ
た
。
そ
の
動
向
は
、
以
下
の
通
り
確
認
で
き
る
。

二
〇
〇
九
年
三
月
海
南
島
沖
合
で
米
海
軍
所
属
の
民
間
海
洋
調
査
船
イ
ン
ペ
カ
ッ
プ
ル
号
に
対
す
る
中
国
艦
艇
、
中
国
海
軍
の
海
上
漁

業
局
及
び
国
家
海
洋
局
の
情
報
収
集
艦
二
隻
に
よ
る
妨
害
事
件
が
起
き
た
。
米
国
は
、
海
洋
法
の
適
法
な
利
用
に
従
っ
て
い
る
と
し
て
い

た
が
、
そ
れ
は
中
国
の
排
他
的
経
済
水
域
で
あ
る
場
合
は
、
沿
岸
国
の
同
意
が
必
要
と
な
る
。
そ
れ
が
事
前
通
告
の
海
洋
調
査
で
は
な
く

軍
事
調
査
で
あ
る
と
米
国
が
主
張
す
れ
ば
、
沿
岸
国
の
停
止
要
求
を
ど
こ
ま
で
認
め
る
か
は
、
沿
岸
当
事
国
の
判
断
に
よ
る
し
か
な
い
（
9
）

。

以
後
、
例
え
ば
、
二
〇
一
〇
年
三
月
訪
中
し
た
ス
タ
イ
ン
バ
ー
ク
米
国
務
副
長
官
に
対
し
、
中
国
高
官
は
、
米
艦
船
の
行
動
に
対
し
て

「
南
海
は
中
国
の
核
心
利
益
」
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
通
告
し
た
。

そ
れ
以
前
、
二
〇
〇
九
年
七
月
米
上
院
外
交
委
員
会
公
聴
会
で
、
ジ
ム
・
ウ
ッ
ブ
議
員
は
、「
米
国
の
み
が
、
中
国
が
も
た
ら
し
つ
つ

あ
る
域
内
の
不
均
衡
を
是
正
で
き
る
実
力
を
備
え
て
い
る
」
と
発
言
し
て
い
た
。

二
〇
一
〇
年
九
月
オ
バ
マ
米
大
統
領
は
、
温
家
宝
中
国
総
理
に
対
し
「
南
シ
ナ
海
に
お
け
る
航
行
の
自
由
」
を
強
調
し
た
。

二
〇
一
一
年
六
月
シ
ャ
ン
グ
リ
ラ
会
議
で
、
梁
光
烈
中
国
国
防
相
が
南
シ
ナ
海
の
全
般
的
状
況
は
安
定
し
て
い
る
」
と
発
言
し
た
が
、

そ
れ
に
対
し
、
ロ
バ
ー
ト
・
ゲ
ー
ツ
米
国
防
長
官
は
、「
今
後
五
年
間
、
米
国
の
影
響
力
は
変
わ
ら
な
い
」
と
発
言
し
て
、
中
国
の
行
動

に
釘
を
刺
し
た
。
同
六
月
米
国
・
中
国
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
協
議
で
、
カ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
米
国
務
次
官
補
は
、
南
シ
ナ
海
の
米
国
の
航

行
の
自
由
を
主
張
し
た
。
同
月
米
国
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
外
相
会
談
で
、「
航
行
の
自
由
は
米
国
の
国
益
」
と
確
認
し
た
。
そ
し
て
、
同
六
月

米
上
院
は
、
南
シ
ナ
海
問
題
で
の
中
国
の
行
動
を
非
難
し
、
紛
争
の
平
和
的
解
決
を
求
め
る
決
議
を
採
択
し
た
。

こ
の
文
脈
で
、
米
国
は
、
南
海
諸
国
に
対
す
る
能
力
構
築
に
貢
献
し
て
い
る
。
そ
の
米
国
の
活
動
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

二
〇
一
〇
年　
　

八
月　

米
軍
、
ベ
ト
ナ
ム
海
軍
と
南
シ
ナ
海
で
合
同
演
習
。

八
二



南
シ
ナ
海
の
安
全
保
障
と
戦
略
環
境
（
二
・
完
）（
浦
野
）

（
二
三
七
）

二
〇
一
一
年　
　

六
月　

 

米
軍
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
軍
と
ス

ル
ー
海
で
合
同
演
習
。

　
　
　
　
　
　
　

七
月　

 

米
軍
、
ベ
ト
ナ
ム
軍
と
合
同
演

習
。

二
〇
〇
六
年
、
ジ
ョ
ン
ズ
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
の
論
文
「
南

シ
ナ
海
に
お
け
る
中
国
の
キ
ュ
ー
バ
化
」
で
、
マ
ハ
ン
理
論

を
適
用
す
る
形
で
、
中
国
は
南
シ
ナ
海
を
米
国
に
と
っ
て
の

カ
リ
ブ
海
と
同
様
で
あ
る
と
し
た
（
10
）

。
こ
の
分
析
か
ら
、
そ
れ

は
、
中
国
の
Ａ
2
／
Ａ
Ｄ
（
ア
ク
セ
ス
拒
否
・
海
域
防
衛
戦
略
）

と
把
握
さ
れ
、
太
平
洋
か
ら
南
シ
ナ
海
へ
至
る
第
一
列
島
線

の
拡
大
延
長
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
認
識
は
、
米
国
防

総
省
報
告
『
中
国
人
民
解
放
軍
の
軍
事
及
び
安
全
保
障
の
進

展
二
〇
一
一
年
』
で
公
式
に
確
認
さ
れ
た
（
11
）

。

「
中
国
の
Ａ
2
／
Ａ
Ｄ
能
力
は
、
西
大
西
洋
を
含
む
中
国

の
外
縁
部
に
対
す
る
敵
の
ア
ク
セ
ス
を
制
限
し
又
は
規
制

す
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
お
り
、
対
艦
弾
道
ミ
サ
イ
ル

（
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｍ
）・
潜
水
艦
・
水
上
戦
闘
艦
・
海
上
攻
撃
機
な

図 9　中国のＡ 2 ／ＡＤ能力

（出所） 　Annual Report of Congress: Military and Security Developments 
involving the People Republic of China 2011, Washington,DC: USGPO, 
Aug. 2010.
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ど
各
種
兵
器
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
沿
岸
か
ら
一
、〇
〇
〇
海
里
を
超
え
る
海
域
で
敵
の
水
上
戦
闘
艦
に
対
処
で
き
る
こ
と
に
な
ろ
う
。」

「
中
国
の
Ａ
2
／
Ａ
Ｄ
能
力
を
強
化
す
る
た
め
の
海
空
軍
力
の
行
動
範
囲
の
拡
大
は
、
米
国
に
よ
る
西
太
平
洋
で
の
前
方
展
開
と
パ

ワ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
能
力
に
挑
戦
す
る
構
造
を
作
り
出
し
、
さ
ら
に
は
、
地
域
の
軍
事
バ
ラ
ン
ス
を
不
安
定
に
し
て
い
る
。」

米
国
防
総
省
は
、
二
〇
一
〇
年
二
月
新
た
な
空
海
統
合
構
想
を
、
Ｑ
Ｄ
Ｒ
二
〇
一
〇
で
提
起
し
、「
米
国
の
行
動
の
自
由
に
挑
戦
す
る

高
性
能
の
Ａ
2
／
Ａ
Ｄ
能
力
を
備
え
た
敵
を
打
破
す
る
た
め
に
、
空
・
海
・
地
上
・
宇
宙
・
サ
イ
バ
ー
空
間
に
わ
た
る
統
合
能
力
を
発
揮

す
る
空
・
海
戦
力
の
運
用
に
つ
き
検
討
し
、
戦
力
計
画
と
し
て
、
以
下
の
点
を
提
起
し
た
。

│
長
距
離
攻
撃
能
力
の
拡
充
、

│
海
面
下
作
戦
対
応
力
の
強
化
（
無
人
潜
水
艦
の
開
発
）、

│ 

前
方
展
開
戦
闘
能
力
及
び
基
地
施
設
の
対
抗
強
靱
性
、
及
び
即
応
態
勢
の
強
化
、

│
宇
宙
ア
ク
セ
ス
及
び
宇
宙
ア
セ
ッ
ト
利
用
の
強
化
、

│
Ｃ
4
Ｉ
Ｓ
Ｒ
対
抗
強
靱
性
の
強
化
、

│
敵
の
セ
ン
サ
ー
及
び
戦
闘
シ
ス
テ
ム
の
破
壊
、

│
在
外
米
軍
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
と
即
応
態
勢
の
強
化
な
ど
。

中
国
が
南
海
の
内
海
化
実
現
へ
と
向
か
う
な
か
、
米
国
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
、
特
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
の
協
調
を
と
る
一
方
、
中
国
と

の
二
国
間
対
話
を
続
行
し
、
中
国
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
、
及
び
米
国
の
三
角
形
力
学
に
よ
る
対
立
と
協
調
の
戦
略
的
構
図
を
展
開
し
て
い

る
。
二
〇
一
一
年
六
月
一
四
日
米
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
研
究
所
の
オ
ー
ス
チ
ン
日
本
部
長
は
「
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ

ル
」
論
説
で
、「
中
国
は
南
シ
ナ
海
で
自
制
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」、
米
国
は
、
現
在
の
安
全
保
障
上
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
維
持
す
る

八
四



南
シ
ナ
海
の
安
全
保
障
と
戦
略
環
境
（
二
・
完
）（
浦
野
）

（
二
三
九
）

と
と
も
に
、
合
理
的
な
行
動
基
準
を
支
持
行
動
す
る
以
外
に
選
択
は
な
い
、
と
述
べ
た
。
要
点
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
12
）

。

1
．
北
京
は
、
ベ
ト
ナ
ム
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
中
国
が
領
有
を
主
張
す
る
海
域
の
石
油
探
索
行
動
を
行
わ
な
い
よ
う
、
警
告
す
る
。
五
月

に
中
国
海
軍
艦
船
が
ベ
ト
ナ
ム
地
震
探
査
船
の
探
査
ケ
ー
ブ
ル
を
切
断
し
た
。
国
際
社
会
は
、
中
国
が
領
有
権
紛
争
を
自
ら
満
足
の

い
く
よ
う
に
解
決
す
る
た
め
に
は
、
増
大
す
る
軍
事
力
の
行
使
に
な
ん
ら
躊
躇
し
な
い
こ
と
に
つ
き
、
懸
念
す
べ
き
で
あ
る
。

2
．
中
国
は
、
こ
こ
一
〇
年
間
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
決
意
が
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と
を
試
し
て
き
た
。
ア
ジ
ア
諸
国
と
米
国
は
、
中
国
の

強
ま
る
自
己
に
対
処
す
る
方
策
を
見
出
し
え
な
い
で
い
る
。
少
な
く
と
も
三
つ
の
理
由
か
ら
、
こ
れ
に
正
し
く
対
処
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
①
近
隣
諸
国
は
、
中
国
に
従
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
を
作
為
し
て
い
る
。
②
中
国
は
近
隣
諸
国
を
威
嚇
し
て
も
妨
害
し

て
も
咎
め
ら
れ
な
い
ほ
ど
に
、
地
域
が
不
安
定
化
し
、
合
意
は
ま
す
ま
す
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
③
中
国
の
威
嚇
に
対
す
る
ベ

ト
ナ
ム
の
対
応
が
示
す
よ
う
に
、
小
国
は
、
い
つ
も
小
国
が
脅
か
し
に
屈
す
る
と
い
う
わ
け
で
な
い
。

3
．
中
国
は
、
既
に
イ
ン
ド
・
太
平
洋
地
域
で
軍
拡
競
争
を
拡
大
遂
行
し
て
い
る
。
ア
ジ
ア
諸
国
は
、
米
国
の
立
場
に
立
っ
て
中
国
と

の
均
衡
を
考
え
て
い
る
国
は
な
く
、
将
来
の
国
防
水
準
は
削
減
す
る
し
か
な
い
。

4
．
結
局
、
米
国
は
、
中
国
に
対
す
る
関
与
を
続
け
な
が
ら
、
現
在
の
安
全
保
障
上
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
合

理
的
な
行
動
の
基
準
を
支
持
し
て
い
く
し
か
な
い
。
ア
ジ
ア
大
陸
の
周
辺
地
域
は
大
荒
れ
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
中
国
が
大
国
と
し
て

の
尊
厳
を
得
た
い
と
望
む
の
で
あ
れ
ば
、
自
ら
の
要
求
を
抑
え
、
自
制
心
を
持
つ
こ
と
を
学
ば
ね
ば
な
ら
な
い
。

以
上
は
、
米
国
の
南
シ
ナ
海
問
題
に
お
け
る
現
下
の
究
極
的
な
立
場
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

南
シ
ナ
海
問
題
は
、
現
在
、
新
し
い
海
洋
レ
ジ
ー
ム
が
追
求
さ
れ
展
望
さ
れ
る
一
方
、
そ
の
領
土
管
轄
を
め
ぐ
る
拮
抗
は
、
よ
り
い
っ

そ
う
高
ま
っ
て
い
る
。
中
国
の
南
海
諸
国
へ
の
断
続
説
の
適
用
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
そ
う
し
た
中
国
の
認
識
を
反
映
し
て
い
る
。

八
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国
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自
由
時
報
電
子
報
、
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〇
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八
年
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月
六
日
。

（
2
） 

安
田
淳
「
中
国
の
航
空
管
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と
安
全
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障
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一
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論

│
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の
「
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〇
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。
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こ
れ
ら
調
査
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
以
下
を
み
よ
。

田
中
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夫
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Ｅ
Ｅ
Ｚ
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止
・
終
了
要
求
」、
奥
脇
直
也
「
排
他
的
経
済
水
域
の
軍
事
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題
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